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西

山

隆

行

は
じ
め
に

第
一
節　

ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
再
編

　

一
、
歴
史
的
経
緯
と
政
治
過
程

　
　

一
―
一
、
歴
史
的
経
緯

　
　
　
（
一
）
医
療
保
険

　
　
　
（
二
）
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

一
―
二
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
期
に
お
け
る
福
祉
国
家
再
編

　

二
、
基
本
的
特
徴

　
　
（
一
）
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
政
策

　
　
（
二
）
州
政
府
の
権
限
強
化

第
二
節　

福
祉
改
革
後
の
現
状

　

一
、
就
労
貧
困
者
の
収
入

　
　
（
一
）
制
度
上
の
設
計
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は
じ
め
に

　

一
〇
〇
年
に
一
度
の
大
不
況
を
迎
え
た
と
も
い
わ
れ
る
今
日
、
ア
メ
リ
カ
経
済
は
減
速
し
、
失
業
者
数
は
急
速
に
増
大
し
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
で
二
〇
〇
八
年
の
公
的
扶
助
（
狭
義
の
社
会
福
祉
）
受
給
者
数
は
増
大
せ
ず
、
過
去
四
〇
年
間
で
最

　
　
（
二
）
現
実
の
評
価

　

二
、
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
と
慈
善
活
動

　
　
（
一
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
役
割

　
　
（
二
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
コ
ス
ト
削
減
に
役
立
つ
か

　
　
（
三
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
し
て
い
る
か

　
　
（
四
）
信
仰
に
基
づ
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
チ
ャ
リ
タ
ブ
ル
・
チ
ョ
イ
ス

第
三
節　

む
す
び
に
か
え
て

補
論：

ア
メ
リ
カ
の
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　
　
（
一
）
最
低
賃
金

　
　
（
二
）
税
控
除
（
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）

　
　
（
三
）
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ

　
　
（
四
）
学
校
で
の
食
事
提
供
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
（
五
）
医
療
費
補
助

　
　
（
六
）
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ

　
　
（
七
）
育
児
支
援

　
　
（
八
）
住
居
費
補
助
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低
、
な
い
し
最
低
に
近
い
水
準
に
な
る
と
見
積
も
ら
れ
て
い�
る�
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
は
、
先
進
国
で
唯
一
、
失
業
者
が
増
大
す�
る�
と

（
１
） 

（
２
）

医
療
保
険
を
持
た
な
い
人
が
大
幅
に
増
加
す
る
国
で
あ
り
、
無
保
険
者
の
増
大
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
は
社
会
保
障
を
冠
す
る
法
律
を
世
界
で
初
め
て
制
定
し
た
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
福
祉
国
家
は
不
十
分
な

内
容
し
か
備
え
て
い
な
い
と
評
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
公
的
な
医
療
保
険
制
度
が
一
部
の
貧
困
者
と
高
齢
者
を
除
い
て
制
度
化
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
公
的
扶
助
が
少
数
の
貧
困
者
に
し
か
提
供
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
九
六
年
の
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
期
に
行
わ
れ
た
福
祉
改
革
の
結
果
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
以
後
の
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
心
だ
っ
た
要
扶
養
児
童
家
庭
扶
助
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
廃
止
さ
れ
、
一
時
的
貧
困
家
庭
扶
助
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含

む
個
人
責
任
・
就
労
機
会
調
停
法
Ｐ
Ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ａ
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
改
革
の
結
果
、
公
的
扶
助
は
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
（
義

務
的
経
費
）
と
し
て
貧
困
者
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
福
祉
給
付
期
間
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
と
共
に
、
福
祉
受
給
者
に

労
働
の
義
務
が
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
改
革
は
政
府
間
関
係
を
大
き
く
変
更
さ
せ
、
一
括
補
助
金
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
連
邦
政
府
か
ら
州
政
府
に
交
付
さ
れ
る
資
金
に
上
限
が
設
け
ら
れ
た
一
方
で
、
資
金
の
運
用
や
政
策
の
執
行
に
関
す
る

州
政
府
の
裁
量
が
大
幅
に
増
大
し�
た�
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
〇
〇
六
年
に
再
可
決
さ�
れ�
、
こ
の
基
本
的
枠
組
み
が
今
日
の
ア
メ
リ

（
３
） 

（
４
）

カ
の
対
貧
困
者
政
策
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
九
六
年
の
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
再
編
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
に
並
ぶ
画
期
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
改
革
の
成
果
に
つ
い
て
は
、

十
分
に
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な�
い�
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ａ
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
一
〇
年
以
上
が
経
ち
、
よ
う
や
く
そ
の

（
５
）

成
果
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
本
格
的
な
研
究
が
登
場
し
つ
つ
あ�
る�
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
貧
困
者
政
策
が
ど
の
よ
う

（
６
）

に
形
作
ら
れ
て
き
た
か
を
簡
単
に
紹
介
し
た
上
で
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
研
究
成
果
を
紹
介
し
つ
つ
、
簡
単
な
問
題
提
起
を
行
い
た

い
。
そ
の
作
業
を
通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
の
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
理
論
的
な
示
唆
を
与
え
る
こ
と
が
、
本
稿
の
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目
的
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
以
下
の
三
つ
の
点
に
主
た
る
関
心
を
お
い
て
議
論
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

第
一
は
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
対
貧
困
者
政
策
は
、
貧
困
者
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
の
に
ど
の
程
度
役
立
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
期
の
福
祉
改
革
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
で
は
、
貧
困
者
に
労
働
の
義
務
を
課
す
こ
と
や
福
祉
の
受
給

期
間
制
限
を
設
け
る
こ
と
に
議
論
が
集
中
し
、
貧
困
者
の
生
活
水
準
の
向
上
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
議
論
が
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
と
は
い
え
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
の
特
徴
を
解
明
す
る
上
で
、
こ
の
問
い
は
不
可
避
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
は
、
一
九
九
六
年
の
改
革
に
よ
っ
て
州
以
下
の
政
府
に
権
限
が
委
譲
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
ポ
ー
ル
・
Ｅ
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン

が
い
う
と
こ
ろ
の
「
底
辺
へ
の
競
争
」
が
激
化
す
る
と
い
う
主
張
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
で
あ�
る�
。

（
７
）

福
祉
政
策
の
決
定
に
際
し
て
州
政
府
の
行
使
し
う
る
権
限
が
増
大
す
る
と
、
貧
困
者
を
引
き
寄
せ
て
納
税
者
が
離
れ
て
い
く
事
態
を

避
け
る
た
め
に
、
各
州
が
福
祉
政
策
の
水
準
を
切
り
下
げ
る
と
予
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、「
底
辺
へ
の
競
争
」
は
起
こ
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
説
も
存
在
す
る
。
福
祉
国
家
再
編
以
後
、
福
祉
受
給
者

に
関
す
る
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
が
拡
充
さ
れ
て
お
り
、
福
祉
受
給
申
請
者
の
受
給
歴
や
職
歴
が
容
易
に
明
ら
か
に
な
る
。
福
祉
の
受
給

期
間
制
限
が
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、
州
を
移
動
し
て
福
祉
給
付
を
申
請
し
て
も
、
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
州
を
移
動
す
る
ご
と
に
、
新
規
に
居
住
す
る
州
の
定
め
る
就
労
要
件
を
満
た
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る

こ
と
を
考
え
て
も
、
貧
困
者
の
福
祉
移
住
は
起
こ
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
か
ら
で
あ�
る�
。

（
８
）

　

こ
の
よ
う
に
、「
底
辺
へ
の
競
争
」
を
め
ぐ
っ
て
は
様
々
な
仮
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
生
涯
に
お
け
る
福
祉
受
給
期
間
に
制
限
が

加
え
ら
れ
て
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
現
金
給
付
受
給
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
も
あ
り
、
福
祉
移
住
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
う
の
に
は
困

難
が
伴
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
問
い
の
妥
当
性
も
含
め
て
、
何
ら
か
の
示
唆
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
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そ
の
点
と
も
関
連
し
て
、
第
三
に
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
の
枠
組
み
の
中
で
、
連
邦
政
府
と
州
政
府
に
ど
の
よ
う
な
位

置
づ
け
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。
こ
の
問
い
は
、
今
後
の
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
の
改
革
の
あ
り
方
を
考

え
る
上
で
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
一
節　

ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
再
編

一
、
歴
史
的
経
緯
と
政
治
過
程

　

一
―
一
、
歴
史
的
経
緯

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
対
貧
困
者
政
策
が
ど
の
よ
う
に
形
作
ら
れ
て
き
た
の
か
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ご
く
簡
単

に
歴
史
的
な
経
緯
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
一
九
九
六
年
の
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
期
の
福
祉
改
革
で
は
医
療
保
険
改
革
と
公
的
扶
助
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
の�
で�
、
そ
の
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
し
た
�

（
９
）

　
　
（
一
）
医
療
保
険

　

ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
の
基
礎
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
革
新
主
義
時
代
と
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
に
形
作
ら
れ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
以
前
は
連
邦
政
府
が
社
会
福
祉
の
分
野
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
官
僚
機
構

も
十
分
に
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
福
祉
政
策
は
す
で
に
州
政
府
で
実
施
さ
れ
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
大

幅
に
取
り
込
む
形
で
制
定
さ
れ
、
実
際
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
執
行
も
州
以
下
の
政
府
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。

　

医
療
政
策
に
つ
い
て
い
え
ば
、
革
新
主
義
時
代
に
公
的
な
医
療
保
険
の
制
度
化
の
試
み
が
失
敗
し
、
民
間
医
療
保
険
制
度
が
発
達

し
た
こ
と
が
、
今
日
の
国
民
皆
医
療
保
険
制
度
の
実
現
を
困
難
に
し
た
原
因
で
あ
る
。
革
新
主
義
時
代
に
は
医
療
保
険
制
度
導
入
を

（　

）
１０い
。
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目
指
す
試
み
が
各
州
で
発
生
し
た
も
の
の
、
医
療
保
険
制
度
の
主
た

る
受
益
者
と
想
定
さ
れ
る
労
働
組
合
や
女
性
団
体
が
効
果
的
に
ま
と

ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
、
医
師
会
、
企
業
家
、
民
間
保

険
会
社
な
ど
は
、
医
療
保
険
制
度
の
公
的
な
制
度
化
に
は
団
結
し
て

反
対
し
た
。

　

州
以
下
の
政
府
は
連
邦
政
府
以
上
に
、
政
策
を
実
施
す
る
上
で
民

間
企
業
の
意
向
に
十
分
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う

の
は
、
州
以
下
の
政
府
の
場
合
に
は
、
独
自
に
財
源
を
確
保
す
る
た

め
に
主
に
民
間
企
業
の
納
税
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
納

税
を
行
う
民
間
企
業
が
州
か
ら
移
動
し
な
い
、
な
い
し
は
し
に
く
い

状
況
を
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
社

会
福
祉
政
策
が
州
レ
ヴ
ェ
ル
で
機
能
す
る
た
め
に
は
、
政
策
の
執
行

が
政
治
家
に
と
っ
て
票
に
な
る
と
共
に
、
高
額
納
税
者
た
る
民
間
企

業
に
過
大
な
負
担
を
負
わ
せ
な
い
こ
と
が
必
要
だ
っ
�

革
新
主
義

時
代
に
医
療
保
険
政
策
は
そ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
立
法
化
さ
れ
ず
、
そ
れ
を
反
映
し
た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

の
社
会
福
祉
政
策
に
お
い
て
も
国
民
皆
医
療
保
険
制
度
は
導
入
さ
れ

な
か
っ
た
。

（　

）
１１た
。

図一　アメリカにおける民間医療保険保有者の比率（一九四〇～一九九五年）
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そ
の
代
わ
り
に
ア
メ
リ
カ
で
発
達
し
た
の
が
民
間
医
療
保
険
制
度
で
あ
�

そ
れ
は
医
師
会
、
民
間
保
険
会
社
、
雇
用
者
企
業
の

利
益
関
心
に
合
致
す
る
形
で
作
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
労
働
者
が
企
業
を
単
位
と
し
て
民
間
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
っ
た
。
州
や

連
邦
政
府
に
よ
る
租
税
の
減
免
措
置
も
そ
の
発
達
を
促
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
図
一
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
民
間

医
療
保
険
へ
の
加
入
率
は
増
大
し
て
い
っ
た
。

　

今
日
ア
メ
リ
カ
で
、
四
〇
〇
〇
万
人
以
上
の
人
が
医
療
保
険
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
驚
き
だ
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
、
国
民
皆
医
療
保
険
制
度
が
存
在
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
人
に
五
人
も
の
人
が
医
療
保
険
を
持

っ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
民
間
の
医
療
保
険
が
ア
メ
リ
カ
で
発
達
し
、
政
府
が
租
税
上
の
優
遇
措

置
を
採
る
こ
と
で
民
間
医
療
保
険
を
間
接
的
に
推
進
し
て
き
た
こ
と
が
、
か
え
っ
て
医
療
保
険
の
公
的
な
制
度
化
を
阻
ん
で
い
る
の

で
あ
る
。
他
の
先
進
国
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
そ
の
前
後
の
時
期
に
公
的
な
医
療
保
険
制
度
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
た
が
、
ア

メ
リ
カ
で
は
そ
の
時
期
に
は
既
に
多
く
の
人
々
が
民
間
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
た
の
で
、
公
的
な
医
療
保
険
を
導
入
す
る
こ
と
に

対
す
る
支
持
が
必
ず
し
も
強
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
制
度
的
配
置
の
中
で
公
的
な
医
療
保
険
が
導
入
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
民
間
医
療
保
険
で
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ

な
い
人
々
、
具
体
的
に
は
労
働
市
場
に
参
入
で
き
な
い
高
齢
者
と
障
害
者
で
あ
り
、
こ
れ
が
一
九
六
〇
年
代
に
、
高
齢
者
に
対
す
る

医
療
保
険
で
あ
る
メ
デ
ィ
ケ
ア
と
、
貧
困
者
を
対
象
と
す
る
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
制
度
化
に
向
け
て
国
民
の
支
持
が
集
ま
っ
た
原
因
で

あ
る
。
言
う
な
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
は
そ
の
初
期
の
段
階
で
、
後
の
発
展
を
制
限
す
る
形
で
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

企
業
を
単
位
と
し
て
民
間
医
療
保
険
に
加
入
す
る
方
式
が
定
着
し
た
結
果
、
医
療
保
険
に
も
雇
用
・
労
働
市
場
に
存
在
す
る
差
別

や
不
平
等
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
社
会
・
経
済
的
地
位
の
低
い
人
々
は
利
益
集
団
を
組
織
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
を
支
払
う

の
が
富
裕
な
人
々
と
比
べ
て
容
易
で
な
い
の
で
、
彼
ら
が
公
的
な
医
療
保
険
制
度
導
入
を
求
め
て
効
果
的
に
政
治
活
動
を
行
え
る
可

（　

）
１２る
。
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能
性
は
低
く
な
る
。
逆
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
増
大
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
情
勢
が
流
動
化
し
て
中
間
層
の
間
に
失
業
へ

の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
く
と
、
国
民
皆
医
療
保
険
制
度
導
入
を
支
持
す
る
世
論
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
の
で

あ
る
。

　
　
（
二
）
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
以
後
の
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
核
を
成
し
て
き
た
の
が
、
要
扶
養
児
童
家
庭
扶
助
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
家
計
の
長
た
る
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
成
人
男
性
の
い
な
い
、
扶
養
を
必
要
と
す
る
児
童
の
い
る
家
庭
に
対

し
て
現
金
給
付
を
行
う
、
資
産
調
査
付
き
の
無
拠
出
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
の
主
体
は
連
邦
政
府
だ
が
、
具
体
的
な
執

行
は
州
政
府
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
財
政
的
に
も
連
邦
政
府
と
州
以
下
の
政
府
が
分
担
し
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
�

こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
連
邦
政
府
の
州
政
府
に
対
す
る
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
年

代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
一
連
の
最
高
裁
判
所
の
判
決
以
降
、
個
人
に
対
す
る
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
解
釈

さ
れ
る
に
至
っ
�

　

Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
制
定
当
初
は
、
労
働
事
故
な
ど
で
家
計
支
持
者
た
る
夫
を
失
っ
た
寡
婦
と
子
供
を
救
済
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
革
新
主
義
時
代
に
各
州
で
制
定
さ
れ
た
母
親
年
金
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
る

と
、
受
給
者
の
中
で
離
婚
し
た
女
性
や
未
婚
の
若
い
女
性
が
占
め
る
割
合
が
急
速
に
増
大
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
は
、

労
働
す
る
こ
と
が
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勤
労
倫
理
が
欠
如
し
て
い
る
「
救
済
に
値
し
な
い
貧

困
者
」
が
生
活
の
手
段
と
し
て
活
用
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
批
判
は
、
勤
労
倫
理
が
欠
如
し
た
受
給
者
の

多
く
は
黒
人
に
違
い
な
い
と
い
う
人
種
偏
見
に
よ
り
増
幅
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
�

（　

）
１３た
。

（　

）
１４た
。

（　

）
１５る
。
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一
般
に
、
一
九
六
〇
年
代
は
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
、
リ
ン
ド
ン
・
Ｂ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
両
政
権
下
で
社
会
福
祉
政
策
が
大
幅
に

拡
充
さ
れ
た
時
代
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
代
は
同
時
に
、
福
祉
国
家
に
対
す
る
不
満
、
と
り
わ
け
、
福
祉
依
存

に
陥
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
人
々
に
対
す
る
反
発
が
強
ま
っ
た
時
代
で
も
あ
る
。

　

そ
し
て
、
身
体
的
に
労
働
可
能
な
福
祉
受
給
者
に
就
労
さ
せ
よ
う
、
あ
る
い
は
労
働
の
義
務
を
課
そ
う
と
い
う
考
え
方
が
、
徐
々

に
立
法
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
七
年
の
就
労
促
進
Ｗ
Ｉ
Ｎ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
八

歳
未
満
の
子
供
を
含
む
無
能
力
者
、
病
人
、
高
齢
者
を
除
く
受
給
者
に
、
原
則
と
し
て
労
働
お
よ
び
職
業
訓
練
の
た
め
の
登
録
を
義

務
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
教
育
や
訓
練
を
行
う
た
め
の
十
分
な
資
金
が
分
配
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
実
効
性
に
乏
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
一
九
八
八
年
に
レ
ー
ガ
ン
政
権
下
で
Ｗ
Ｉ
Ｎ
は
廃
止
さ
れ
、
職
業
機
会
お
よ
び
基
礎
技
能
訓
練
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
州
に
教
育
、
職
業
訓
練
、
就
労
準
備
活
動
、
職
業
斡
旋
活
動
を
提
供
す
る
こ
と
を
求
め
、
一
九
九
五

年
ま
で
に
二
〇
％
の
福
祉
受
給
者
を
参
加
さ
せ
な
け
れ
ば
補
助
金
を
削
減
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
し
て
も
、
連
邦
政
府
は
十
分
な
資
金
援
助
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、
さ
ほ
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
州
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
な
ど
の
先
進
的
な
地
域
で
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
活
用
し
て
福
祉
改
革
を
実
現
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
　

一
―
二
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
期
に
お
け
る
福
祉
国
家
再
�

　

一
九
九
二
年
の
大
統
領
選
挙
で
勝
利
し
た
民
主
党
の
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
は
、
選
挙
戦
の
最
中
か
ら
「
我
々
の
知
っ
て
い
る
福
祉

を
終
了
さ
せ
る
」
と
宣
言
し
、
福
祉
国
家
の
再
編
成
を
目
指
し
て
い
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
は
、
国
民
皆
医
療
保
険
制
度
の
導
入
と
社
会

（　

）
１６編
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福
祉
改
革
の
両
方
を
目
指
し
て
い
た
が
、
政
権
就
任
後
、
ま
ず
は
国
民
皆
医
療
保
険
の
導
入
に
着
手
し
た
。
と
い
う
の
は
、
国
民
皆

医
療
保
険
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
社
会
福
祉
の
問
題
も
改
善
す
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
高
齢
者
と
貧
困
者
を
対
象
と
す
る
メ
デ
ィ
ケ
ア
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
と
い
う
公
的
医
療
保

険
が
制
度
化
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
人
々
が
医
療
保
険
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
企
業
が
提
供
す
る
サ
ー
ヴ

ィ
ス
を
活
用
す
る
か
、
個
人
で
民
間
保
険
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
貧
困
者
に
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
を
突
き
つ
け
て
い
た
。
民
間
保
険
に
加
入
す
る
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
収
入
が
必
要

だ
が
、
一
定
水
準
以
上
の
収
入
を
得
て
し
ま
う
と
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
を
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

民
間
保
険
に
加
入
で
き
る
だ
け
の
賃
金
を
支
払
っ
て
く
れ
る
、
あ
る
い
は
、
保
険
を
提
供
し
て
い
る
企
業
に
就
職
で
き
る
見
込
み
が

小
さ
い
限
り
、
貧
困
者
は
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
を
利
用
で
き
な
く
な
る
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
も
、
あ
え
て
就
職
せ
ず
に
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
受

給
者
の
地
位
に
と
ど
ま
る
場
合
も
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
を
再
編
す
る
上
で
は
、
医
療
保
険

制
度
改
革
か
ら
着
手
す
る
の
が
賢
明
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
国
民
皆
医
療
保
険
制
度
化
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
案
は
、
雇
用

者
、
医
者
、
病
院
、
民
間
保
険
会
社
な
ど
に
負
担
を
求
め
る
も
の
で
、
諸
利
害
の
丁
寧
な
調
整
が
必
要
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

議
会
と
の
調
整
も
十
分
に
せ
ず
に
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
レ
デ
ィ
ー
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
を
中
心
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
主
導
で
改

革
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
が
、
失
敗
の
理
由
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
医
療
保
険
が
発
展
し
て
い
る
こ
と

が
、
改
革
の
実
現
を
阻
害
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
民
間
医
療
保
険
会
社
が
強
力
な
利
益
集
団
と
し
て
改
革
に
抵
抗
し
た

の
に
加
え
て
、
民
間
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
々
が
ク
リ
ン
ト
ン
案
の
下
で
は
よ
り
大
き
な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
し
た
か
ら
で
あ
�
（　

）
１７る
。
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こ
う
し
て
公
的
医
療
保
険
制
度
の
導
入
に
挫
折
す
る
と
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
社
会
福
祉
改
革
の
実
現
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
社
会
福
祉
政
策
に
対
す
る
批
判
は
、
保
守
派
を
中
心
に
な
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
レ

ー
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
代
に
福
祉
給
付
に
対
す
る
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
が
認
め
ら
れ
た
結
果
、
福
祉
受
給
者
の
勤
労
に
対
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
弱
め
る
な
ど
の
害
悪
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
の
認
識
に
基
づ
き
マ
レ
ー
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
も
の
な

ど
を
除
く
全
て
の
社
会
福
祉
政
策
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、
貧
困
者
の
自
律
心
と
責
任
感
を
取
り
戻
さ
せ
る
よ
う
主
張
し
�

ま
た
、

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ミ
ー
ド
は
、
貧
困
者
が
勤
労
倫
理
や
遵
法
意
識
な
ど
の
、
議
論
の
余
地
な
く
身
に
つ
け
る
べ
き
価
値
観
を
身
に
つ
け

て
建
設
的
な
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
し
て
や
る
の
が
真
に
思
い
や
り
の
あ
る
社
会
福
祉
政
策
だ
と
述
べ
、
貧
困
者
に
労
働
の
義
務
を

課
し
て
、
政
府
は
貧
困
者
の
生
活
を
監
督
す
る
べ
き
だ
と
提
唱
し
�

　

こ
の
よ
う
に
、
保
守
派
に
よ
る
福
祉
国
家
批
判
は
単
純
で
わ
か
り
や
す
く
、
明
確
な
政
策
提
言
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
福

祉
国
家
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
大
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。
マ
レ
ー
の
提
案
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
場
合
に
よ
っ
て
は
福
祉
給
付
を
や
め
る
こ
と
も
一
つ
の
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

ミ
ー
ド
の
い
う
よ
う
に
、
福
祉
給
付
の
条
件
と
し
て
受
給
者
に
労
働
の
義
務
を
課
す
こ
と
は
魅
力
的
な
提
案
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
に
対
し
て
リ
ベ
ラ
ル
派
は
反
発
し
た
も
の
の
、
彼
ら
も
次
第
に
保
守
派
の
議
論
か
ら
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
例
え
ば
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
福
祉
改
革
対
策
委
員
会
の
副
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
エ
ル
ウ
ッ
ド
の

よ
う
に
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
中
か
ら
も
、
社
会
福
祉
給
付
に
期
限
を
設
け
る
こ
と
や
、
労
働
の
重
要
性
を
重
視
す
る
点
で
、
保
守
派
と

（
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
）
共
通
す
る
議
論
を
行
う
人
々
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
�

　

重
要
な
の
は
、
保
守
派
や
エ
ル
ウ
ッ
ド
が
示
し
た
の
と
同
様
の
改
革
案
が
、
い
く
つ
か
の
州
や
都
市
で
実
験
的
に
試
み
ら
れ
、
幅

（　

）
１８た
。

（　

）
１９た
。

（　

）
２０た
。
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広
い
支
持
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
福
祉
受
給
者
に
労
働
の
義
務
を
課
す
と
共
に
、

そ
の
資
格
要
件
を
満
た
さ
な
い
人
に
対
す
る
給
付
を
打
ち
切
っ
た
り
、
受
給
に
期
限
を
設
け
る
州
政
府
が
出
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
政
策
を
率
先
し
て
実
施
し
た
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
や
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
は
、
福
祉
受
給
者
数
の
大
幅
削
減
に
成

功
し
た
。
ま
た
、
福
祉
受
給
者
に
労
働
の
義
務
を
課
し
た
り
、
福
祉
の
受
給
期
間
に
制
限
を
設
け
る
こ
と
に
有
権
者
が
さ
ほ
ど
反
発

し
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
先
進
的
な
地
域
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
改
革
案
が
実
現
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
有
権
者

の
支
持
を
勝
ち
取
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
と
い
え
よ
う
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
こ
れ
ら
の
改
革
の
成
果
を

取
り
込
み
、
州
以
下
の
政
府
に
対
し
て
大
き
な
裁
量
を
与
え
る
形
で
、
一
九
九
六
年
の
福
祉
改
革
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

二
、
基
本
的
特
徴

　

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
期
に
再
編
さ
れ
た
、
新
し
い
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
は
、
そ
れ
以
前
と
は
大
き
く
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
今
日
に
お
い
て
も
国
民
皆
医
療
保
険
を
制
度
化
で
き
て
い
な
い
た
め
、
現
役
世
代
が
医
療
保
険
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
医
療
保
険
契
約
を
民
間
保
険
会
社
と
一
括
し
て
行
っ
て
い
る
企
業
に
正
規
雇
用
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
自
分
で
民
間
保
険
会
社

と
契
約
せ
ね
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
変
化
が
な
い
点
も
存
在
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
民
間
保
険
会
社
と
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

貧
困
家
庭
に
関
し
て
は
、
以
前
の
よ
う
に
比
較
的
自
由
に
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
が
活
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
�

多
く
の
州
で
、
就
労
要

件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
が
受
給
で
き
な
い
よ
う
な
規
則
を
作
り
、
運
営
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、（
一
）
就
労
要
件
を
重
視
す
る
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
政
策
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
、（
二
）
政
策
の
決
定
と
執

行
に
際
し
て
州
政
府
の
権
限
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
、
の
二
つ
を
取
り
上
げ
て
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
対
貧
困
者
政
策
の
性
格
に
つ

（　

）
２１る
。
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い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
（
一
）
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
政
策

　

既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
は
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
と
し
て
社
会
福
祉
を
与
え
る
こ
と
を
や
め
、
福
祉
受

給
者
に
労
働
の
義
務
を
課
す
と
い
う
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
政
策
を
大
き
な
特
徴
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
福
祉
受
給
者
を
福
祉

依
存
か
ら
脱
却
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
に
基
づ
い
て
採
用
さ
れ
た
政
策
で
あ
る
。

　

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
期
の
社
会
福
祉
改
革
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
で
「
福
祉
か
ら
就
労
へ���

�
�
������

��
�
�
��

�
��
�
��
�������
��
��
�
��

」
と
い
う
表
現
が
頻

繁
に
さ
れ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
と
い
え
ば
、
福
祉
の
給
付
を
や
め
て
労
働
に
従
事
さ
せ
る
、
労
働
で
も
っ
て
福
祉

に
代
え
る
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
実
際
に
就
労
さ
せ
る
こ
と
を
も
っ
て
福
祉
と
す
る
政
策

が
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
完
全
雇
用
が
現
実
的
な
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
最
低
賃
金
が
生
活
を

保
障
す
る
の
に
十
分
な
額
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
整
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　

だ
が
、
実
際
に
は
そ
れ
ら
の
条
件
は
ほ
ぼ
達
成
不
可
能
で
あ
り
、
現
実
の
ア
メ
リ
カ
の
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
政
策
も
、
労
働
す
る
、
あ

る
い
は
労
働
に
必
要
な
訓
練
を
受
け
た
り
就
職
活
動
を
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
労
働
収
入
を
補
完
す
る
た
め
に
政
府
が
援
助
を

与
え
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
Ｐ
Ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ａ
の
下
で
は
、
身
体
的
、
精
神
的
に
労
働
可
能
な
人
に
対
す
る
支
援
は
、

労
働
を
前
提
と
し
た
上
で
の
み
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
�

　

こ
の
よ
う
な
社
会
福
祉
政
策
の
あ
り
方
は
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
伝
統
的
な
見
方
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
も
、
貧
困
者
を
救
済
に
値
す
る
者
と
値
し
な
い
者
に
区
別
す
る
伝
統
が
存
在
す
る
。
救
済
に
値
す

る
か
否
か
の
判
断
基
準
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
が
、
一
般
的
に
は
、
一
時
的
な
失
業
者
を
除
い
て
、
身
体
的
、
精
神
的
に

（　

）
２２る
。
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労
働
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
労
働
し
な
い
者

は
、
救
済
に
値
し
な
い
と
判
断
さ
れ
て
き
た
。
ア
メ

リ
カ
で
は
、
貧
困
者
を
援
助
す
る
こ
と

���
��
�
��
�

����
��
����
��

�
�
�
�

�
�
�
�

と
福
祉�

������

�
������

を
施
す
こ
と
は
明
確
に
区
別
さ

れ
て
お
り
、
福
祉�

������

�
������

と
い
う
言
葉
に
は
、
身
体

的
に
も
精
神
的
に
も
労
働
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
働
い
て
い
な
い
、
救
済
に
値
し
な
い
者
に
施
し

を
与
え
る
と
い
う
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伴
っ
て

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
一
時
的
に
職
を
失
っ
た
場

合
を
例
外
と
し
て
、
労
働
し
て
い
る
人
に
は
福
祉
を

与
え
る
必
要
は
な
い
と
い
う
の
が
伝
統
的
な
考
え
方

の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
労
働
す
る
人
々
も
ス
テ
ィ

グ
マ
を
付
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
、
福
祉
を
受
給
す

る
こ
と
は
な
い
と
想
定
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
�

　

こ
の
見
方
の
下
で
は
、
労
働
す
る
こ
と
と
福
祉
を

受
給
す
る
こ
と
は
対
立
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
対
貧
困
者

政
策
は
、
労
働
と
福
祉
受
給
を
対
立
的
に
位
置
づ
け

（　

）
２３る
。

図二　連邦政府による TANFの支出割合の変化

（出典）　��������	
����
�����������	
��
���
�	�����	�����
���������������	
���
�������
�������������	
����
	������
����������������������	��
	



アメリカの対貧困者政策

（甲南法学’�０９）５０―１―１５（� ）１５

て
い
な
い
。
身
体
的
、
精
神
的
に
労
働
可
能
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
労
働
し
な
い
人
に
は
、
連
邦
政
府
か
ら
の
給

付
は
行
わ
れ
な
�

現
在
の
対
貧
困
者
政
策
は
、
労
働
市

場
に
参
画
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
参
画
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て
、
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
�

　

例
え
ば
、
Ｐ
Ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ａ
の
中
核
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
見

な
さ
れ
て
い
る
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
は
、
児
童
な
い
し
妊
娠
中
の
女

性
が
い
る
貧
困
家
庭
に
対
す
る
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
現
金

給
付
の
部
分
と
職
業
訓
練
な
ど
の
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
部

分
か
ら
な
る
）
で
あ
り
、
受
給
者
に
勤
労
、
な
い
し
は
就

労
に
向
け
て
の
活
動
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。
図
二
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
現
金
給
付
の
割
合
は
Ａ

Ｆ
Ｄ
Ｃ
時
代
と
比
べ
て
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
が
、
そ
の
代

わ
り
に
、
図
三
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
勤
労
税
額
控
除
Ｅ
Ｉ

Ｔ
Ｃ
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
今
日
で

は
貧
困
就
労
家
庭
の
収
入
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
に
至

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
勤
労
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
高
め

（　

）
２４い
。

（　

）
２５る
。

図三　AFDC/TANFの現金給付部分、EITC、社会サーヴィス支出の変遷

（出典）　��������	
����
�����������	
��
���
�	�����	�����
���������������	
���
�������
�������������	
����
	������
����������������������	���	
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る
た
め
の
工
夫
で
あ
�

　

更
に
は
、
貧
困
者
の
食
糧
購
入
を
補
助
す
る
た
め
の
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
や
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
、
育
児
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
も
、

就
労
、
な
い
し
は
就
労
に
向
け
て
の
活
動
が
受
給
要
件
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
貧
困
者
は
、

ス
テ
ィ
グ
マ
を
付
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
労
働
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
福
祉
給
付
を
受
け
る
た
め
に
も
働
く
こ
と
が
必
要
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
か
つ
て
は
、
福
祉
給
付
が
寛
大
に
な
れ
ば
人
々
が
働
か
な
く
な
る
と
い
う
想
定
の
下
、
給
付
を
で
き
る
だ
け
縮
小
し
よ
う

と
す
る
の
が
一
般
的
だ
っ
�

し
か
し
、
就
労
を
前
提
と
し
て
給
付
を
行
う
今
日
の
制
度
の
下
で
は
、
給
付
を
寛
大
に
す
れ
ば
人
々

の
働
く
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
が
増
大
し
、
結
果
的
に
財
政
支
出
が
減
少
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
社
会
福

祉
政
策
に
お
い
て
は
、
連
邦
政
府
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
す
も
の
の
、
具
体
的
な
給
付
額
や
給
付
条
件
を
策
定
し
執
行
す
る
州
以
下

の
政
�

裁
量
を
き
か
せ
る
こ
と
の
で
き
る
幅
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
州
政
府
の
権
限
強
化

　

一
九
九
六
年
の
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
再
編
に
つ
い
て
も
う
一
つ
特
筆
す
る
べ
き
こ
と
は
、
州
政
府
に
大
幅
に
権
限
を
委
譲
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
間
関
係
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
で
あ
�

　

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
に
よ
る
改
革
以
前
も
、
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
の
実
施
は
州
政
府
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
給
付
対
象
や
給
付
額
に
つ
い
て
、

州
以
下
の
政
府
が
多
く
の
決
定
を
す
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
が
貧
困
者
個
人
に
対
す
る
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン

ト
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
州
以
下
の
政
府
は
貧
困
者
の
生
活
習
慣
な
ど
の
、
彼
ら
の
ニ
ー
ズ
と
は
関
連
の
低
い
事
柄
を
根

拠
と
し
て
福
祉
給
付
を
拒
む
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。

（　

）
２６る
。（　

）
２７た
。

（　

）
２８府
が

（　

）
２９る
。
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一
九
九
六
年
の
改
革
が
達
成
さ
れ
る
過
程
で
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
、
多
く
の
州
に
対
す
る
ウ
ェ
イ
ヴ
ァ
ー
を
認
め
て
州
政
府
が

連
邦
政
府
の
規
制
に
縛
ら
れ
な
い
試
み
を
行
う
こ
と
を
許
可
し
た
。
一
九
九
六
年
の
福
祉
改
革
は
、
社
会
福
祉
を
個
人
に
対
す
る
エ

ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
で
な
く
す
る
と
共
に
、
各
州
政
府
に
お
け
る
突
出
し
た
改
革
の
成
果
を
取
り
込
み
、
そ
の
個
別
性
を
更
に
際
だ

た
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

　

例
え
ば
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
つ
い
て
は
、
各
州
政
府
が
受
給
の
た
め
の
就
労
要
件
を
厳
し
く
し
た
り
、
一
方
で
収
入
要
件
を
緩
和
し
た

り
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
州
政
府
は
貧
困
�

一
三
三
％
以
下
の
収
入
し
か
な

い
家
庭
に
住
む
妊
娠
中
の
女
性
と
六
歳
未
満
の
児
童
、
並
び
に
貧
困
線
以
下
の
収
入
し
か
な
い
家
庭
の
一
九
歳
未
満
の
児
童
に
は
給

付
を
行
う
義
務
が
あ
る
。
た
だ
し
、
州
政
府
は
そ
れ
以
外
の
人
々
に
つ
い
て
大
き
な
裁
量
を
き
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

妊
娠
中
の
女
性
や
一
歳
未
満
の
子
供
に
つ
い
て
は
寛
大
な
給
付
を
行
う
州
が
多
く
な
る
一
方
で
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
就
労
条
件
を
満
た
さ

な
い
成
人
に
対
す
る
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
給
付
を
拒
否
す
る
州
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
児
童
健
康
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ

や
育
児
支
援
補
助
金
の
運
営
に
つ
い
て
も
州
政
府
は
大
き
な
裁
量
を
き
か
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
�

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ａ
の
下
で
州
政
府
は
大
き
な
権
限
を
持
つ
に
至
っ
た
が
、
一
方
で
財
政
的
に
は
制
約
が
加
え
ら
れ
た

面
も
あ
る
。
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
の
時
代
に
は
、
州
政
府
が
多
く
の
人
に
福
祉
を
給
付
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
州
政
府
の
財
政
支
出
は
増
え
る
も

の
の
、
そ
れ
に
対
応
す
る
割
合
で
移
転
支
出
を
連
邦
政
府
か
ら
自
動
的
に
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ａ
の

下
で
は
、
連
邦
政
府
か
ら
州
政
府
に
与
え
ら
れ
る
金
額
に
は
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
資
金
は
一
括
補
助
金
と
し
て
与
え
ら
れ
る

の
で
州
政
府
は
柔
軟
な
運
用
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
福
祉
の
受
給
希
望
者
が
増
大
し
て
も
そ
の
枠
の
中
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

運
営
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ａ
の
下
で
、
州
政
府
の
権
限
が
増
大
す
る
一
方
で
、
連
邦
政
府
か
ら
の
移
転
支
出
が
必
ず
し
も
増
大

（　

）
３０線
の

（　

）
３１る
。
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し
な
い
状
況
に
な
る
と
、
社
会
福
祉
政
策
に
お
い
て
「
底
辺
へ
の
競
争����

��
��
�
�
�
���
�

�
������
�
��
���
�
���
�

」
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
発
生
す
る
の
で

は
な
い
か
と
の
危
惧
が
表
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
央
政
府
か
ら
の
移
転
支
出
を
当
て
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
国
家
と
は
違
っ

て
、
州
以
下
の
政
府
が
独
自
に
財
源
を
確
保
せ
ね
ば
な
ら
な
い
ア
メ
リ
カ
で
は
、
寛
大
な
社
会
福
祉
政
策
を
実
施
す
る
と
納
税
を
行

う
民
間
企
業
や
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
が
他
地
域
に
移
動
す
る
一
方
で
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
一
方
的
に
利
用
す
る
だ
け
の
貧
困
者
を
寄
せ
付
け

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
州
以
下
の
政
府
は
社
会
福
祉
政
策
に
代
表
さ
れ
る
再
分
配
政
策
の
執
行
に
消
極
的
に
な
り
、

そ
の
支
出
額
を
で
き
る
だ
け
切
り
下
げ
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
持
つ
と
想
定
で
き
る
。
底
辺
へ
の
競
争
が
起
こ
る
可
能
性

は
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
の
時
代
に
も
あ
っ
た
も
の
の
、
州
政
府
の
権
限
が
増
大
し
た
Ｐ
Ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ａ
の
下
で
は
更
に
増
大
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
下
で
達
成
さ
れ
た
改
革
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
が
就
労
を
前
提
と
す
る
も
の
に
改
め
ら
れ
た

こ
と
、
ま
た
、
連
邦
政
府
と
州
政
府
の
関
係
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
説
明
し
て
き
た
。
こ
こ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
次
節

で
は
、
福
祉
改
革
後
の
社
会
福
祉
政
策
が
ど
の
よ
う
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
重
要
な
研
究
成
果
を
紹
介
し
た
い
。
そ
の

作
業
を
通
し
て
、
福
祉
受
給
者
が
十
分
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
か
、
底
辺
へ
の
競
争
が
実
際
に
発
生
し
て
い
る
の
か
、

な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

第
二
節　

福
祉
改
革
後
の
現
状

　

先
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
は
就
労
を
前
提
と
し
た
制
度
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
就
労
し
て
い
る
か

就
労
に
向
け
て
の
努
力
を
し
て
い
る
人
（
こ
れ
ら
の
人
々
を
就
労
貧
困
者
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
は
福
祉
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
そ
う
で
な
い
人
に
つ
い
て
は
原
則
的
に
直
接
的
な
給
付
が
与
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
節
で
は
、
前
半
で
就
労
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貧
困
者
が
ど
の
よ
う
な
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
制
度
設
計
さ
れ
て
い
る
か
を
紹
介
し
た
上
で
、
後
半
部
分
で
就
労
し
て
い
な
い
人

を
め
ぐ
る
社
会
政
策
を
検
討
し
た
い
。

　

一
、
就
労
貧
困
者
の
収
入

　
　
（
一
）
制
度
上
の
設
計

　

新
し
い
ア
メ
リ
カ
の
社
会
福
祉
政
策
は
、
就
労
貧
困
者
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
給
付
を
行
う
よ
う
に
制
度
設
計
さ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

問
題
が
複
雑
な
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
社
会
福
祉
政
策
の
制
度
が
州
ご
と
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
地
方
政
府
ご
と
に
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
単
に
給
付
額
が
異
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
ど
の
程
度
の
給
付
が

行
わ
れ
る
か
と
い
う
基
準
（
例
え
ば
子
供
の
数
に
よ
っ
て
給
付
額
を
増
減
さ
せ
る
か
否
か
）
ま
で
も
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
、

推
計
を
行
う
の
が
極
め
て
困
難
な
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｐ
・
ス
ト
ー
カ
ー
と
ロ
ー
ラ
・
Ａ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
研
究

に
依
拠
し
て
、
就
労
貧
困
者
の
現
状
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
ら
は
、
単
身
女
性
と
二
人
の
子
供
か
ら
成
る
三
人
家
族
が
現
金
給
付
を
受
け
て
い
た
状
態
か
ら
脱
し
て
一
三
ヶ
月
間

最
低
賃
金
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
場
合
を
想
定
し
、
二
〇
〇
〇
年
の
給
付
水
準
に
基
づ
い
て
、
全
米
五
〇
州
と
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

（
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
）
で
勤
労
収
入
と
社
会
福
祉
給
付
（
現
金
支
給
と
現
物
支
給
を
含
む
）
を
あ
わ
せ
て
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
得

ら
れ
る
か
を
推
計
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
社
会
福
祉
給
付
と
は
、
勤
労
税
額
控
除
、
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
、
育
児
手
当
、
学

校
食
事
提
供
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
、
医
療
補
助
、
家
賃
補
助
の
こ
と
で
あ
り
、
連
邦
政
府
、
州
政
府
双
方
の
支
給
額
を
含
む
も

の
で
あ
�
（　

）
３２る
。
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図四　勤労収入と社会福祉給付を合わせた収入（名目、単位一〇〇〇ドル）
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そ
の
結
果
を
示
し
た
の
が
、
図
四
と

表
一
で
あ
る
。

　

名
目
上
の
労
働
支
援
政
策
が
最
も
寛

大
な
州
と
最
も
寛
大
で
な
い
州
を
示
し

た
表
一
か
ら
、
寛
大
な
福
祉
支
出
を
行

っ
て
い
る
州
は
北
東
部
に
多
い
の
に
対

し
て
、
福
祉
支
出
が
寛
大
で
な
い
州
は

南
部
や
西
部
に
比
較
的
多
い
こ
と
が
見

て
取
れ
る
だ
ろ
う
。

　

表
一
に
記
さ
れ
て
い
る
六
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
州
が
独
自
に
採
用
で
き
る

か
、
裁
量
で
拡
充
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
が
、
こ
の
結
果
に
は
各
州
が
勤
労
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
か
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い

る
。
寛
大
な
上
位
一
〇
州
の
大
半
が
独

自
に
勤
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充
し

て
い
て
、
そ
の
内
八
州
は
州
が
裁
量
で

４８００ドル
を超える
住宅補助

州の　　
ＥＩＴＣ

最低賃金
の増額　

８０００ドル
以上の　
養育支援

親に対す
るメディ
ケイド　

TANF の
税額控除

労働支援
総　　額
（ドル）

×
×
×
×
○
○
○
○
×
×

×
×
○
×
×
○
×
×
○
×

○
○
×
○
○
○
○
×
×
×

○
○
○
○
×
○
×
×
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
×
×
×
○
○

　
４４，３２９
４２，６８９
４２，２２３
４０，３５７
４０，２４５
３８，４１３
３７，９７６
３７，８６８
３７，５４８
３６，０７５

最も寛大な州
アラスカ
コネティカット
ニューヨーク
カリフォルニア
ハワイ
マサチューセッツ
ワシントンＤＣ
ニュージャージー
ミネソタ
ロード・アイランド

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
○
○
○
×
×
×
×
×
×

×
×
○
○
×
×
×
×
×
×

２８，１０８
２８，０１０
２７，５９１
２７，００５
２６，７６３
２６，６３６
２６，５２８
２６，３５６
２５，９２８
２４，６７９

最も寛大でない州
ニュー・メキシコ
アリゾナ
ユタ
テネシー
ウェスト・ヴァジニア
アーカンソー
アラバマ
ミシシッピ
ルイジアナ
オクラホマ

表一　労働支援政策が名目上最も寛大な州と寛大でない州

（出典）　�������	
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�	�	�����	�
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�
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����������
������������	
��
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�	
����
��	�������
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拡
充
で
き
る
六
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
四
つ
以
上
を
拡
充
し
て
い
る
。
一
方
、
下
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
一
〇
州
の
内
七
州
は
何

ら
拡
充
し
て
お
ら
ず
、
残
り
の
三
州
も
拡
充
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
は
一
つ
な
い
し
二
つ
に
限
ら
れ
て
い
�

ス
ト
ー
カ
ー
ら
は

指
摘
し
て
い
な
い
が
、
貧
困
者
は
移
住
用
の
コ
ス
ト
を
十
分
に
準
備
で
き
な
い
た
め
に
近
距
離
の
移
住
が
多
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考

え
る
と
、
福
祉
政
策
を
拡
充
し
て
い
る
州
、
拡
充
し
て
い
な
い
州
が
地
理
的
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
、
貧
困
者
が
寛
大
な
福
祉
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
恩
恵
を
享
受
す
る
た
め
に
移
動
す
る
と
い
う
福
祉
磁
石
現
象
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
州

政
府
が
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
�

　

そ
し
て
、
勤
労
支
援
の
結
果
得
ら
れ
た
貧
困
家
庭
の
収
入
の
中
間
値
、
平
均
値
共
に
、
連
邦
政
府
の
定
め
る
貧
困
線
の
基
準
と
な

る
収
入
の
倍
以
上
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
勤
労
収
入
と
、
連
邦
と
州
の
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
、
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
の

名
目
価
格
を
合
計
し
た
額
は
、
五
〇
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
全
て
で
連
邦
政
府
が
定
め
る
貧
困
線
の
基
準
と
な
る
収
入
を
上
回
っ

て
い
る
。
こ
の
推
計
に
基
づ
い
て
ス
ト
ー
カ
ー
ら
は
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
給
付
は
、
積
極
的
な
福
祉
拡
充
策
を
打
ち
出
し
て

い
な
い
州
に
あ
っ
て
も
貧
困
線
の
基
準
額
を
越
え
る
収
入
を
可
能
に
し
て
い
る
、
つ
ま
り
、
連
邦
政
府
か
ら
の
支
援
の
み
で
貧
困
線

を
越
え
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
寛
大
に
制
度
設
計
さ
れ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
�

　

ス
ト
ー
カ
ー
ら
は
、
貧
困
家
庭
が
受
給
可
能
な
全
て
の
給
付
を
得
て
い
る
場
合
を
想
定
し
て
、
得
ら
れ
る
収
入
を
計
算
し
て
い
る
。

給
付
の
中
で
も
、
例
え
ば
税
額
控
除
は
控
除
金
額
の
計
算
な
ど
政
府
が
自
動
的
に
手
続
き
を
行
う
部
分
が
多
い
た
め
に
、
貧
困
者
が

取
得
し
や
す
い
と
想
定
で
き
る
。
し
か
し
、
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
州
以
下
の
政
府
の
定
め
る
手
続
き
が
複
雑
で
厳
格
に
執
行
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
受
給
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
州
以
下
の
政
府
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
必
要
書
類
等
を
事
務
所
に
提
出
す
る
こ

と
は
、
公
共
交
通
機
関
が
十
分
に
発
達
し
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
で
は
し
ば
し
ば
困
難
で
あ
る
し
、
書
類
提
出
の
た
め
に
仕
事
を
休
む

こ
と
は
最
低
賃
金
で
働
く
労
働
者
に
と
っ
て
と
り
わ
け
困
難
で
あ
�

州
政
府
が
独
自
の
財
源
か
ら
負
担
せ
ね
ば
な
ら
な
い
プ
ロ
グ

（　

）
３３る
。

（　

）
３４い
。

（　

）
３５る
。

（　

）
３６る
。
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ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
が
悪
化
す
る
な
ど
し
た
場
合
に
は
州
政
府
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
執
行
に
消
極
的
に
な
る
こ
と
も
想
定
で

き
る
だ
ろ
�

　

そ
も
そ
も
、
ス
ト
ー
カ
ー
ら
が
想
定
し
て
い
る
、「
二
人
の
子
供
と
単
身
の
女
性
か
ら
成
る
三
人
家
族
」
は
、
貧
困
者
の
最
も
典

型
的
な
家
族
構
成
と
ア
メ
リ
カ
で
は
見
な
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
が
、
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
最
も
優
遇
さ
れ
て
き
た

と
さ
れ
る
家
族
構
成
で
も
あ
�

ス
ト
ー
カ
ー
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
対
貧
困
者
政
策
は
た
し
か
に
貧
困
線

を
越
え
る
収
入
を
確
保
し
得
る
よ
う
に
制
度
設
計
さ
れ
て
は
い
る
が
、
彼
ら
の
試
算
に
は
こ
の
よ
う
な
前
提
条
件
が
置
か
れ
て
い
る

こ
と
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

実
際
、
ス
ト
ー
カ
ー
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
政
策
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
貧
困
者
が
貧
困
線
以
上
の
収

入
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
制
度
設
計
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
一
九
六
〇
年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
前
提
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る

貧
困
線
は
現
状
に
あ
っ
て
い
な
い
と
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
連
邦
政
府
の
定
め
る
貧
困
線
は
地
域
ご
と
の
生
活
費
の

違
い
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
ス
ト
ー
カ
ー
ら
は
、
次
に
住
居
費
に
基
づ
い
て
各
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
福
祉
給
付
額
を
調
整
し
、
そ
れ
を
州
ご
と
の

基
礎
家
計
費
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
五
〇
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
福
祉
給
付
の
寛
大
さ
を
位
置
づ
け
直
し
て
い
�

な
お
、
基

礎
家
計
費
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
研
究
所
Ｅ
Ｐ
Ｉ
が
、
食
費
だ
け
で
な
く
、
住
居
費
、
交
通
費
、
保
育
費
、
医
療
費
、

そ
の
他
必
需
品
の
費
用
と
税
金
を
考
慮
し
て
地
域
ご
と
に
算
出
し
た
も
の
で
、
平
均
を
と
る
と
貧
困
線
の
二
倍
程
度
と
な
る
と
さ
れ

て
い
�

　

ま
ず
は
、
住
居
費
を
考
慮
し
て
州
ご
と
の
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
寛
大
さ
を
示
し
た
表
二
と
先
の
表
一
を
見
比
べ
る
と
、
全
く
異
な

る
印
象
を
受
け
る
。
表
一
で
寛
大
だ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ハ
ワ
イ
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

（　

）
３７う
。

（　

）
３８る
。

（　

）
３９る
。

（　

）
４０る
。
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ー
ジ
ー
な
ど
の
諸
州
が
住
居
費
を
考
慮

す
る
と
最
も
寛
大
で
な
い
諸
州
に
属
し
、

一
方
で
、
最
も
寛
大
で
な
い
と
評
さ
れ

て
い
た
ミ
シ
シ
ッ
ピ
や
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
、

ウ
ェ
ス
ト
・
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
な
ど
が
最
も

寛
大
な
州
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
名

目
上
も
実
質
的
に
も
寛
大
で
な
い
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ア
リ
ゾ
ナ

と
ユ
タ
の
二
州
に
過
ぎ
な
�

　

住
居
費
に
基
づ
い
て
調
整
す
る
と
、

実
質
的
に
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
寛
大
で

な
い
一
〇
の
全
て
の
州
政
府
が
、
独
自

に
社
会
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充
し
て

い
る
州
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
逆

に
、
最
も
寛
大
な
社
会
福
祉
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
る
一
〇
州
の
う
ち
五

つ
も
の
州
が
、
独
自
に
社
会
福
祉
プ
ロ

グ
ラ
ム
拡
充
を
行
っ
て
い
な
い
州
で�

（　

）
４１い
。

４８００ドル
を超える
住宅補助

州の　　
ＥＩＴＣ

最低賃金
の増額　

８０００ドル
以上の　
養育支援

親に対す
るメディ
ケイド　

TANF の
税額控除

労働支援
総　　額
（ドル）

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×
○
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
○
×
×

○
×
○
×
×
○
×
○
×
×

×
×
×
×
×
○
×
○
×
×

４７，３４６
４５，６２７
４４，１６８
４３，９２７
４３，８７４
４３，８３８
４３，６６６
４２，７４１
４２，０３３
４１，１９４

最も寛大な州
ノース・ダコタ
サウス・ダコタ
ネブラスカ
ミシシッピ
ウェスト・ヴァジニア
アイオワ
アーカンソー
メイン
キャンザス
テキサス

×
○
○
×
○
×
×
×
×
○

×
×
×
○
○
×
×
×
×
×

×
×
×
×
○
○
○
○
×
○

×
×
×
○
○
○
×
○
×
×

○
○
○
×
○
○
○
○
○
○

×
×
×
×
×
×
×
○
○
○

２７，４６１
２６，２９７
２５，６２４
２４，７０３
２４，６２４
２４，５９８
２２，９３７
２２，６７２
２２，４３２
１７，４９８

最も寛大でない州
アリゾナ
ニュージャージー
ネヴァダ
コロラド
マサチューセッツ
ワシントン
オレゴン
カリフォルニア
ユタ
ハワイ

表二　住居費に基づく調整を加えた勤労支援政策が最も寛大な州と寛大でない州

（出典）　�������	
�����	�
�	�	�����	�
	����������������	�
����
����������
�
������
��������	
�����
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�����
����������
������������	
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あ
�

こ
れ
ら
の
州
が
独
自
に
社
会
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
を
行
っ
て
い
る
州
と
比
べ
て
実
質
的
に
寛
大
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

で
き
て
い
る
こ
と
は
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
が
大
き
な
矛
盾
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
結
果
は
連
邦
政
府
と
州
政
府
が
提
供
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
て
活
用
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
収

入
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
貧
困
者
が
そ
れ
ら
全
て
を
活
用
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
今
日
の
生
活
水
準
を
評
価

す
る
上
で
貧
困
線
が
適
切
な
基
準
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
も
踏
ま
え
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
ス
ト
ー
カ
ー
ら
は
次
に
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
条
件
を
満
た
し
た
三
人
家
族
が
最
低
賃
金
で
フ
ル
・
タ
イ
ム
で
働
い
た

場
合
に
得
ら
れ
る
収
入
と
給
付
額
を
加
え
た
金
額
が
基
礎
家
計
費
に
対
し
て
占
め
る
割
合
に
基
づ
い
て
、
州
ご
と
の
給
付
の
寛
大
さ

を
位
置
づ
け
て
い
�

ま
た
、
こ
の
推
計
で
は
更
な
る
改
良
が
二
点
、
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　

一
つ
目
の
改
良
点
は
、
一
、
フ
ル
・
タ
イ
ム
で
就
労
し
て
い
る
家
族
が
提
供
さ
れ
る
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
て
を
受
給
し
て
い
る

場
合
、
二
、
税
控
除
と
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合
、
三
、
税
控
除
と
学
校
で
の
食
事
提
供

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合
の
三
つ
の
場
合
を
想
定
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
を
計
算
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、

二
番
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
予
算
の
制
約
を
超
え
て
も
実
施
せ
ね
ば
な
ら
な
い
個
人
の
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
申
請
さ
れ
れ
ば
州
政
府
が
却
下
で
き
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
貧
困
者
が
全
て
受
給
し
て
い
る
場
合
を
想
定
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
番
目
は
、
第
二
番
目
か
ら
州
政
府
の
窓
口
で
申
請
せ
ね
ば
な
ら
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
除
い
た
も
の
で
あ

り
、
貧
困
者
が
申
請
に
行
か
な
か
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
申
請
に
行
っ
た
も
の
の
手
続
き
上
の
問
題
等
で
州
政
府
が
却
下
し
た
事

態
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
区
分
は
、
最
低
賃
金
で
フ
ル
・
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
労
働
者
が
ど
の
程
度
手
続
き
に
行
き
や
す
い
か

と
い
う
違
い
が
、
福
祉
給
付
に
ど
の
程
度
の
違
い
を
も
た
ら
す
か
を
解
明
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

二
つ
目
の
改
良
点
は
、
州
内
で
の
生
活
費
が
高
い
地
域
と
低
い
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
割
合
を
推
計
し
た
点
で
あ
る
。
同

（　

）
４２る
。

（　

）
４３る
。
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一
州
内
で
も
必
要
な
生
活
費
に
大

き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

表
三
は
、
各
州
の
内
、
生
活
費

の
低
い
地
域
で
の
社
会
福
祉
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
、
最
も
寛
大
な
州
と
最

も
寛
大
で
な
い
州
を
選
ん
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
結
果
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
結
果
が
示
し
て
い
る

の
は
、
ま
ず
は
、
基
礎
生
活
費
を

満
た
す
だ
け
の
給
付
が
得
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

提
供
さ
れ
る
社
会
福
祉
プ
ロ
グ
ラ

ム
全
て
を
受
給
で
き
た
場
合
の
み

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
貧
困
者

が
社
会
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
請

に
行
け
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、

州
政
府
が
財
政
上
の
都
合
な
ど
に

税控除と学校での食事
提供プログラムのみ

税控除とエンタイトル
メント・プログラムのみ

全プログラムを受給

生活費高生活費低生活費高生活費低生活費高生活費低

５７．０
３７．１
４５．７
４９．３
５１．５
５５．２
３３．２
５５．１
４９．７
３７．０
４２．９

６６．９
５６．４
５７．１
５９．０
６０．３
６５．１
４５．８
６１．３
５８．２
４８．０
５４．４

７１．０
４１．２
５４．９
５９．３
６０．２
６９．６
３８．１
６５．１
６０．５
４４．２
５１．８

８５．０
６４．６
７０．４
７２．１
７１．７
８３．８
５７．６
７２．８
７１．９
５８．４
６７．４

１１７．０
　７６．０
　９２．０
　９８．０
１００．０
１０１．０
　６９．０
１０６．０
　９６．０
　８５．０
　８５．０

１５１．０
１４３．０
１３１．０
１２８．０
１２８．０
１２７．０
１２６．０
１２３．０
１２１．０
１２１．０
１２１．０

最も寛大な州
ネブラスカ
カリフォルニア
マサチューセッツ
オハイオ
ワシントン
ノース・キャロライナ
ニューヨーク
サウス・ダコタ
アイオワ
コネティカット
イリノイ

５１．７
４４．９
４７．７
４１．５
３８．５
３９．３
３８．８
４８．９
３７．３
３７．７

５２．４
５５．７
４９．３
４８．３
４９．２
４３．６
４１．７
５１．１
４２．１
３７．７

６６．０
５５．５
５９．４
４８．５
４４．８
４６．３
５０．２
６０．２
４２．８
４４．６

６７．１
７０．５
６１．５
５６．８
５７．８
５１．９
５４．２
６３．２
４８．６
４４．６

１００．０
　７６．０
　９６．０
　８０．０
　７０．０
　８４．０
　８９．０
　９１．０
　７７．０
　７３．０

１０２．０
１０２．０
１０１．０
　９９．０
　９８．０
　９８．０
　９８．０
　９６．０
　９０．０
　７３．０

最も寛大でない州
モンタナ
ジョージア
ネヴァダ
コロラド
メリーランド
ロード・アイランド
ハワイ
デラウェア
ニュー・ハンプシャー
ワシントンＤＣ

表三　収入が基礎生活費に占める割合（プログラムの参加率と生活費に基づく分類）

（出典）　�������	
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よ
っ
て
申
請
を
却
下
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
基
礎
生
活
費
が
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
を
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
全
て
の
社
会
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
給
で
き
た
場
合
、
生
活
費
の
低
い
地
域
で
は
そ
れ
な
り
に
基
礎
生
活
費
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
る
が
、
寛
大
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
州
に
あ
っ
て
も
生
活
費
の
高
い
地
域
で
は
十
分
に
基
礎
生
活
費
が
満
た
さ

れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
表
三
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
生
活
コ
ス
ト
の
低
い
地
域
で
は
寛
大
な
州
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
中
で
も
、
生
活
コ
ス
ト
の
高
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
割
合
が
六
九
・
〇
と
極
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
。

生
活
コ
ス
ト
が
高
い
地
域
と
低
い
地
域
の
区
別
の
な
い
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
割
合
が
七
三
・
〇
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

生
活
コ
ス
ト
の
高
い
大
都
市
で
は
基
礎
生
活
費
を
満
た
す
の
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

　

今
日
、
貧
困
者
の
生
活
水
準
向
上
を
目
指
す
貧
困
者
支
援
団
体
は
、
寛
大
な
社
会
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
求
め
て
州
政
府
に

働
き
か
け
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
結
果
が
示
し
て
い
る
の
は
、
貧
困
者
が
基
礎
生
活
費
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
貧

困
者
が
コ
ス
ト
の
低
い
地
域
に
住
ん
で
い
る
か
否
か
に
依
存
し
て
お
り
、
貧
困
者
の
生
活
水
準
向
上
に
関
し
て
州
政
府
の
行
い
う
る

こ
と
は
限
定
的
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
現
実
の
評
価

　

以
上
の
分
析
を
基
に
、
ス
ト
ー
カ
ー
ら
は
、
実
際
の
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
率
を
人
口
統
計
調
査
の
結
果
に
依
拠
し
て

分
析
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
己
申
告
に
基
づ
く
調
査
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
へ
の
参
加
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
追
跡
調
査
だ
と

い
う
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
調
査
に
は
州
の
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
や
学
校
で
の
無
料
な
い
し
割
引
さ
れ
た
朝
食
提
供
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
含
ま
れ
て
い
な
い
な
ど
の
点
で
、
こ
れ
ま
で
の
推
計
と
は
異
な
る
部
分
が
あ
る
と
い
う
限
界
を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
現
在
行
い
う
る
最
良
の
調
査
で
あ
る
（
と
ス
ト
ー
カ
ー
ら
は
い
う
�
（　

）
４４）。
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こ
の
調
査
の
結
果
を
全
体
と
し
て
み
る
な
ら
�

貧
困
者
の
七
二
・
九
％
が
何
ら
か
の
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
連
邦
の
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
、
無
料
の
学
校
昼
食
、
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
、
住
居
費

補
助
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
、
育
児
支
援
）
に
参
加
し
て
い
る
の
は
〇
・
二
％
、
五
つ
以
上
参
加
し
て
い
る
の
も
五
％
未
満
に
過
ぎ
な
い
。
ま

た
、
労
働
に
従
事
し
て
い
る
家
計
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
率
は
そ
の
他
の
家
計
と
比
べ
て
高
く
、
六
六
・
〇
％
が
一
つ
か
ら
三
つ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
（
労
働
に
従
事
し
て
い
な
い
家
計
の
参
加
率
は
五
五
・
一
％
で
あ
る
）。
中
で
も
利
用
者
が
多
い
の
は
Ｅ

Ｉ
Ｔ
Ｃ
と
医
療
費
補
助
、
無
料
学
校
昼
食
で
あ
り
、
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
へ
の
参
加
率
は
全
家
計
の
一
五
・
九
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
未
だ
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
に
ス
テ
ィ
グ
マ
が
伴
っ
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
子
供
が
い
る
家
計
の
就
労

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
率
は
、
他
の
家
計
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
。
こ
れ
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
な
ど
子
供
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
導
か
れ
る
当
然
の
結
果
か
も
知
れ
な
�

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
〇
〇
〇
年
の
時
点
で
、
就
労
貧
困
者
の
家
庭
の
大
半
が
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
受
け
て
い
る
恩
恵
は
三

八
八
八
ド
ル
未
満
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
�

こ
れ
は
、
制
度
上
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
福
祉
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
人
々
を
支
援
す
る
上
で
期
待
さ
れ
た
役
割
を
果
た
せ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
ト
ー
カ
ー
ら
は
州
ご
と
の
実
際
の
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
に
関
す
る
寛
大
さ
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
作
成
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
率
と
、
地
域
ご
と
の
生
活
費
を
基
に
調
整
さ
れ
た
支
出
額
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
（
図
五
）
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
何
ら
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充
し
て
い
な
い
州
の
方
が
、
実
質
的
な
福
祉
プ
ロ
グ

ラ
ム
提
供
に
関
し
て
寛
大
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
生
活
費
の
高
い
州
は
様
々
な
裁
量
を
き
か
せ
て
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充

さ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
独
自
に
拡
充
さ
せ
て
い
な
い
、
生
活
費
の
低
い
州
の
方
が
、
結
果
的
に

充
実
し
た
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
で
き
て
い
る
の
で
あ
�

（　

）
４５ば
、

（　

）
４６い
。

（　

）
４７る
。

（　

）
４８る
。



アメリカの対貧困者政策

（甲南法学’�０９）５０―１―２９（� ）２９

　

以
上
の
よ
う
に
、
実
際
の
生
活
費
を
考
慮
す
る
と
、
制
度
設
計
の
点
で
も
、
実
際
の
執
行
に
お
い
て
も
、
州
独
自
の
判
断
で
福
祉

給
付
を
拡
充
し
て
い
る
州
よ
り
も
、
何
ら
独
自
の
対
策
を
行
っ
て
い
な
い
州
の
方
が
、
実
質
的
に
寛
大
な
給
付
を
行
え
て
い
る
と
い

う
逆
説
的
な
状
況
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

ポ
ー
ル
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
は
、
各
州
が
自
由
に
税
率
や
福
祉
給
付
の
水
準
と
対
象
者
を
変
更
で
き
る
ア
メ
リ
カ
の
制
度
の
下
で
は
、

貧
困
者
を
引
き
寄
せ
て
納
税
者
が
離
れ
て
い
く
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
各
州
は
再
分
配
政
策
の
水
準
を
切
り
下
げ
て
い
く
底
辺
へ

の
競
争
を
展
開
す
る
と
予
想
し
て
い
た
。
独
自
に
社
会
福
祉
政
策
を
拡
充
し
て
い
な
い
州
の
方
が
実
質
的
に
充
実
し
た
福
祉
サ
ー
ヴ

図五　州別の労働支援の寛大さ

（出典）　�������	
�����	�
�	�	�����	�
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�
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ィ
ス
を
提
供
で
き
て
い
る
と
い
う
ス
ト
ー
カ
ー
ら
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
仮
に
そ
れ
ら
の
州
を
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
に
習

っ
て
底
辺
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
社
会
福
祉
を
拡
充
し
て
い
る
州
は
む
し
ろ
底
辺
に
追
い
つ
こ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
ス
ト
ー
カ
ー
ら
は
、
底
辺
へ
の
競
争����

��
��
�
�
�
���
�

�
������
���
���
�
���
�

に
対
し
て
、
底
辺
に
追
い
つ
く
た
め
の
競
争

����

�
�����

�
�
��
��
�
�
�
���
�

�
�
���
���
���
�
���
�

と
呼
ん
で
い

�
こ
の
結
果
は
、
社
会
福
祉
政
策
と
連
邦
制
に
関
す
る
伝
統
的
な
見
方
に
再
考
を
迫
っ
て
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

二
、
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
と
慈
善
活
動

　
　
（
一
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
役
割

　

本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
社
会
福
祉
給
付
は
、
貧
困
者
が
労
働
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は

労
働
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
給
付
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
貧
困
者
が
就
労
す
る
た
め
に
は
そ
の
前
提
と

し
て
、
多
く
の
場
合
職
業
訓
練
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
し
、
基
礎
教
育
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
は
教
育
支
援
が
行
わ
れ
る
必
要
も

あ
る
。
ま
た
、
子
供
を
持
つ
女
性
貧
困
者
が
就
労
す
る
場
合
に
は
、
育
児
支
援
も
必
要
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
貧
困
者
（
と
り
わ
け

女
性
）
の
中
に
は
様
々
な
虐
待
を
う
け
た
経
験
が
就
労
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
、
彼
女
ら
が
就
労
す
る
た
め
に
は
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
る
場
合
も
多
い
。
ア
メ
リ
カ
の
貧
困
者
の
中
で
相
当
の
割
合
を
占
め
る

人
々
が
薬
物
中
毒
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
薬
物
中
毒
に
対
す
る
治
療
を
行
う
必
要
の
あ
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
う
ち
、
現
金
給
付
と
非
現
金
給
付
（
具
体
的
に
は
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
）
に
用
い
ら
れ
た
費
用
の
割
合
を
示
し
た
図
二
か
ら
、

今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
で
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
提
供
が
大
き
な
割
合
を
占
め
つ
つ
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
で
は
、
こ
れ

ら
の
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
ど
の
よ
う
に
提
供
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

（　

）
４９る
。
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ま
た
、
身
体
的
、
精
神
的
に
労
働
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
に
従
事
し
な
い
と
い
う
選
択
を
し
た
人
々
を
、
ど
の
よ

う
に
扱
う
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
の
生
存
権
に
当
た
る
も
の
が
合
衆
国
憲
法
か
ら
当
然
に
導
か
れ
る
権
利
と

は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
一
九
九
六
年
の
改
革
に
よ
っ
て
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
が
廃
止
さ
れ
て
以
降
、
そ
れ
ら
の
貧
困
者
を
救
済
す

る
こ
と
は
政
府
の
義
務
で
は
な
く
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
な
貧
困
者
を
困
窮
状
態
に
置
き
続
け
る
こ
と
は
、
人
道
上
の
問

題
に
加
え
て
、
地
域
の
治
安
が
悪
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
を
抱
く
人
々
を
増
大
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
�

こ
の
よ
う
な
貧

困
者
に
ど
の
よ
う
な
施
し
を
与
え
る
か
は
、
大
き
な
社
会
問
題
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
提
供
と
社
会
統
制
と
い
う
性
格
の
異
な
る
問
題
を
列
挙
し
た
が
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
で
こ
れ
ら
の
問

題
に
主
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
非
営
利
団
体
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
�

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
政
治
を
特
徴
付
け
て
い
た
高
度
経
済
成
長
が
一
九
七
〇
年
代
に
終
焉
を
迎
え
て
社
会
福
祉
政
策
の
財
政
的

基
盤
が
揺
ら
ぎ
始
め
て
以
降
、
ア
メ
リ
カ
で
も
福
祉
国
家
の
縮
減
が
大
き
な
政
策
課
題
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
社
会
福
祉
の
給
付

が
貧
困
者
の
票
の
獲
得
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
ア
メ
リ
カ
で
社
会
福
祉
給
付
を
削
減
す
れ
ば
、
損
害
を
被
る
有
権
者
か
ら
強
力

な
反
発
を
招
く
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
納
税
者
か
ら
の
政
治
的
抵
抗
を
軽
減
し
つ
つ
社
会
福
祉
サ
ー�

ヴ
ィ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
民
営
化
を
推
進
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
活
用
す
る
こ
と
が
、
都
市
部
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て

き
�

　

今
日
、
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
提
供
と
貧
困
者
へ
の
食
糧
配
給
な
ど
は
、
主
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
貧
困
者
は
政
府

に
よ
る
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
依
存
し
て
い
る
と
一
般
に
は
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
扱
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
の
中
で
顕
著
に
貧
困
な
人
の

占
め
る
割
合
は
、
実
際
に
は
、
政
府
機
関
の
場
合
が
五
四
％
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
場
合
は
七
八
％
に
も
及
ん
で
い

る
の
で
あ
�

（　

）
５０る
。

（　

）
５１る
。

（　

）
５２た
。

（　

）
５３る
。
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（
二
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
コ
ス
ト
削
減
に
役
立
つ
か

　

一
九
九
六
年
の
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
再
編
は
、
保
守
派
と
リ
ベ
ラ
ル
派
の
両
方
の
支
持
を
得
て
達
成
さ
れ
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
活

用
す
る
こ
と
も
、
保
守
派
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
双
方
に
と
っ
て
容
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
面
が
あ
る
。

　

保
守
派
に
と
っ
て
は
、
政
府
の
果
た
す
役
割
を
減
少
さ
せ
て
民
間
の
活
動
を
活
発
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
府
支
出
を
削
減
し
た

効
率
的
な
社
会
政
策
が
実
施
で
き
る
と
期
待
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
一
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
政
府
資
金
の
み
な
ら
ず
民
間
の
寄
付
金
に
も

基
づ
い
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
、
二
、
複
数
の
民
間
団
体
が
競
争
を
通
じ
て
よ
り
効
率
的
な
運
営
を
行
う
こ
と
、
三
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
ヴ

ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
根
拠
と
さ
れ
、
政
府
の
経
費
削
減
を
可
能
に
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　

一
方
の
リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
基
本
的
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
な
く
政
府
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
も
の
の
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
活
動
す
る
方
が
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た
人
道
的
な
サ
ー
ヴ
ィ
ス
提
供
が
可
能
に
な
る
と
積
極
的
に
評
価
す
る
者
も
い
た
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
想
定
は
、
ど
の
程
度
の
妥
当
性
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
保
守
派
の
想
定
が
あ
ま
り
当
た
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
今
日
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、

今
日
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
主
要
な
収
入
源
は
、
特
定
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
府
か
ら
得
ら
れ
る
契
約

金
か
償
還
金
で
あ
る
。
食
糧
配
給
な
ど
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
は
民
間
か
ら
の
慈
善
的
援
助
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
も
の
の
、

民
間
か
ら
の
寄
付
金
は
社
会
福
祉
関
係
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
主
要
な
収
入
源
で
は
な
�

レ
ス
タ
ー
・
Ｍ
・
サ
ラ
モ
ン
に
よ
れ
ば
、
社
会
サ

ー
ヴ
ィ
ス
に
関
係
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
収
入
は
一
九
七
七
年
か
ら
一
九
九
七
年
の
間
に
実
質
的
価
値
で
二
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
民
間
部
門
か
ら
の
収
入
は
同
時
期
に
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
増
大
し
て
い
る
も
の
の
、
全
収
入
に
占
め
る
割
合
は
一
八
％
か
ら

一
二
％
に
減
少
し
て
い
�

ま
た
、
シ
カ
ゴ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を
対
象
と
し
た
政
治
学
者
の
ス
コ
ッ
ト
・
Ｗ
・

ア
ラ
ー
ド
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ほ
ぼ
三
分
の
二
が
政
府
か
ら
の
資
金
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
平
均
し

（　

）
５４い
。

（　

）
５５る
。
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て
八
割
の
収
入
を
単
一
の
ソ
ー
ス
に
依
存
し
て
い
る
状
態
に
あ
�

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
政
府
か
ら
の
資
金
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
以
上
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
政
府
資
金
を
取
り
合
っ
て
ま
で
社
会
政

策
の
領
域
に
参
入
す
る
こ
と
は
想
定
し
に
く
い
。
そ
も
そ
も
、
社
会
政
策
は
高
度
な
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
領
域
も
多
く
、
参
入
コ

ス
ト
が
高
い
の
で
、
第
二
の
点
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
由
競
争
が
発
生
し
て
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
可
能
な
ほ
ど
多
く

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
営
利
企
業
が
存
在
す
る
こ
と
は
多
く
な
い
と
考
え
ら
れ
�

　

最
後
に
、
第
三
の
点
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
関
係
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
お
け
る
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
位
置
づ
け
は
、
一
般
に
想
定
さ
れ
て

い
る
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
一
般
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
社
会
問
題
の
根
底
に
潜
む
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
傾
向
が
強
い
。
ま

た
、
政
治
的
考
慮
で
は
な
く
、
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
資
源
を
分
配
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
り
、
ヴ
ォ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
そ
の
よ
う
な
使
命
を
果
た
す
た
め
に
活
動
し
よ
う
と
す
�

し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
政
府
の
資
金
に
依
存
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
資
金
を
継
続
し
て
得
る
た
め
に
は
先
に
述
べ
た
傾
向
を
弱
め
、
政
府
の
求
め
る
方
法
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
執
行
す
る
義
務
を

負
う
よ
う
に
な
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
政
府
機
関
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
り
、
い
わ
ば
、
新
し
い
「
ス
ト
リ
ー
ト
・
レ
ヴ
ェ
ル

の
官
僚
制
」
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
�

ま
た
、
政
府
は
資
金
提
供
の
条
件
と
し
て
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
専
門
家
の
割
合
を

増
大
さ
せ
る
こ
と
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
要
求
す
る
よ
う
に
な
る
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
政
府
と
契
約
を
結
ぶ
に
は
専
門
家
が
多
い
方
が
有
利
な
の
で
、

次
第
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
中
心
は
専
門
性
の
低
い
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
有
給
の
専
門
家
に
移
る
。
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
に
は
、
そ
の
よ

う
な
転
換
に
幻
滅
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
去
る
者
も
多
い
の
で
あ
�

　

か
く
し
て
、
相
対
的
に
多
く
の
資
金
を
民
間
か
ら
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
、
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
独
自
に
集
め
る
こ
と

の
で
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
除
い
て
、
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
で
経
費
を
下
げ
る
と
い
う
保
守
派
か
ら
期
待
さ
れ
た
メ
リ
ッ
ト

は
、
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
の
で
あ
る
。

（　

）
５６る
。（　

）
５７る
。

（　

）
５８る
。

（　

）
５９る
。

（　

）
６０る
。
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（
三
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
し
て
い
る
か

　

で
は
次
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
人
道
的
な
サ
ー
ヴ
ィ
ス
提
供
が
可
能
に
な
る
と
い
う
期

待
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
先
に
指
摘
し
た
要
因
か
ら
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
政
府
の

資
金
に
依
存
し
て
い
て
政
府
の
定
め
た
指
針
に
従
っ
て
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
以
上
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
使
し
う
る
裁

量
の
幅
は
限
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
財
政
的
に
政
府
に
依
存
す
る
傾
向
は
貧
困
率
の
高
い
地
域
ほ
ど
顕
著
だ
と
さ
れ
て
い

る
�

と
り
わ
け
柔
軟
な
貧
困
者
救
済
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
貧
困
地
域
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
採
り
得
る
裁
量
の
幅
が
狭
ま
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
期
待
さ
れ
る
独
自
の
役
割
を
果
た
し
得
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
収
入
は
、
政
府
か
ら
の
資
金
で
あ
れ
民
間
か
ら
の
寄
付
で
あ
れ
、
貧
困
者
の
ニ
ー
ズ
の
増
減
の
傾
向
と
は
逆

行
す
る
こ
と
が
多
い
。
と
い
う
の
は
、
景
気
が
悪
化
す
れ
ば
貧
困
者
は
増
大
し
て
そ
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
す
る
が
、
政
府
も
財
政
支
出

を
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
し
、
民
間
か
ら
の
寄
付
も
減
少
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
現

金
給
付
等
と
比
べ
る
と
社
会
的
な
支
持
を
得
や
す
い
と
さ
れ
る
が
、
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
で
は
な
い
し
、
貧
困
者
に
対
し
て
短
期

的
に
直
接
的
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
景
気
悪
化
時
に
は
削
減
の
対
象
に
な
り
や
す
い
と
い
え
�

エ
ン
タ
イ
ト

ル
メ
ン
ト
と
し
て
の
現
金
給
付
が
な
く
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
は
、
経
済
の
変
動
に
脆
弱
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
重
要
な
問
題
は
、
ア
ラ
ー
ド
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
提
供
を
基
本
と
す
る
今

日
の
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
で
は
、
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
が
地
理
的
に
見
て
、
貧
困
者
の
手
の
届
き
に
く
い
も
の
と
な
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
で
あ
�

先
ほ
ど
政
府
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
内
容
を
大
き
く
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
政
府
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
地
理
的

な
拠
点
を
ど
こ
に
定
め
る
か
に
つ
い
て
は
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
、
そ
の
最
大
の
要
因
で
あ
る
。

（　

）
６１が
、

（　

）
６２る
。

（　

）
６３る
。
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社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
や
食
糧
配
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
小
切
手
や
ク
ー
ポ
ン
の
形
で
郵
送
さ
れ
る
現
金
給
付
型
の
支
給
と
は
違
っ

て
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
場
所
に
貧
困
者
が
直
接
赴
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
貧
困
者
に
と
っ
て
は
ど
こ
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
存
在
す
る
か
が
重
要
に
な
る
。

　

し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
貧
困
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
っ
た
所
に
拠
点
を
構
え
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
し
て
み
れ
ば
、
資
金
の

枠
内
で
活
動
場
所
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
資
金
獲
得
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
ス
ポ

ン
サ
ー
か
ら
地
理
的
に
近
い
所
に
拠
点
を
構
え
る
方
が
賢
明
か
も
し
れ
な
い
（
ス
ポ
ン
サ
ー
は
必
ず
し
も
慈
善
心
に
基
づ
い
て
寄
付

を
行
う
と
は
限
ら
ず
、
自
ら
の
居
住
区
に
近
い
地
域
の
景
観
が
悪
化
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
寄
付
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
）。
貧
困

問
題
を
扱
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
貧
困
者
を
呼
び
寄
せ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
近
所
に
そ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
設
立
さ
れ
る
の
に
反
対
す
る

と
い
う
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
（�

�
�
��
�
�
�
���
�
���

�
�
����
��
���
���
��
���

）
の
動
き
が
見
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
十
分
な
数
の
専
門
家
や
ヴ
ォ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
確
保
で
き
る
所
で
な
け
れ
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
事
務
所
を
構
え
ら
れ
な
い
の
で
、
治
安
や
交
通
の
便
の
問
題
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
更
に
い
え
ば
、
仮
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
貧
困
地
域
に
拠
点
を
構
え
よ
う
と
し
て
も
、
景
気
の
動
向
や
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
に
伴

っ
て
貧
困
地
域
が
移
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
容
易
に
拠
点
を
移
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

実
際
に
、
ア
ラ
ー
ド
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
シ
カ
ゴ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
は
貧
困
者
の
約
六
〇
％
が
貧
困
率
が

二
〇
％
を
超
え
る
地
域
に
居
住
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
地
域
に
拠
点
を
構
え
て
い
る
サ
ー
ヴ
ィ
ス
提
供
組
織
は
、

三
九
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
貧
困
率
が
四
〇
％
を
超
え
る
極
度
に
貧
困
率
の
高
い
地
域
に
拠
点
を
構
え
る
組
織
は
七
％
に
と
ど
ま

る
の
に
対
し
て
、
六
一
％
の
組
織
が
貧
困
率
が
低
い
か
中
程
度
の
地
域
に
拠
点
を
構
え
て
い
る
の
で
あ
�

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
ア
ラ
ー
ド
は
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易
さ
を
示
す
指
標
を
独
自
に
作
成
し
て
分
析
を
行
い
、
貧
困

率
の
高
い
地
域
は
各
種
サ
ー
ヴ
ィ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
可
能
性
が
貧
困
率
の
低
い
地
域
よ
り
も
低
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て�

（　

）
６４る
。
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い
�

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
人
種
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
居
住
地
域
が
異
な
っ
て
い
る
傾
向
を
踏
ま
え
て
、
人
種
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
黒
人
と
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
）
の
貧
困
者
は
サ
ー
ヴ
ィ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
に
く
く
、
そ
の
傾
向
は
と
り
わ
け
黒
人
貧
困

者
に
と
っ
て
顕
著
な
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
�

　

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
政
府
よ
り
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
が
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
で
き
る
と
い
う

想
定
は
、
必
ず
し
も
実
態
に
即
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

先
の
ア
ラ
ー
ド
の
研
究
は
シ
カ
ゴ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
い
う
大
都
市
を
対
象
と
し
た
も
の
だ
が
、
今
後
は
郊

外
に
お
け
る
貧
困
に
ど
う
取
り
組
む
か
が
大
問
題
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
多
く
の

都
市
と
農
村
で
貧
困
が
減
少
す
る
一
方
で
、
郊
外
で
の
貧
困
が
上
昇
し
て
い
る
。
ス
ラ
ム
の
よ
う
な
貧
困
が
密
集
し
た
地
域
が
減
少

す
る
一
方
で
、
貧
困
が
拡
散
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
�

こ
の
傾
向
は
二
一
世
紀
に
入
っ
て
更
に
強
ま

り
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
は
都
市
よ
り
も
郊
外
に
よ
り
多
く
の
貧
困
者
が
居
住
す
る
時
代
に
入
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
五
年
の

時
点
で
、
貧
困
率
と
い
う
点
で
は
大
都
市
の
一
八
・
八
％
に
対
し
、
郊
外
は
約
半
分
の
九
・
四
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
�

今
日

に
お
い
て
も
貧
困
問
題
が
目
に
つ
く
の
は
圧
倒
的
に
都
市
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
郊
外
の
貧
困
問
題
が
表
面
化
し
に
く
い
こ
と
、

貧
困
問
題
が
政
治
争
点
化
さ
れ
に
く
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
問
題
の
発
生
に
伴
い
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
郊
外
に
住
居
を
構
え
た
人
の
中
で
貧
困
状
況
に
陥
っ
た
人

は
近
年
更
に
増
大
し
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
�

都
市
と
比
べ
て
郊
外
で
は
就
労
機
会
を
見
つ
け
る
の
が
相
対
的
に
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
貧
困
は
主
に
都
市
で
発
生
す
る
問
題
と
見
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
貧
困
問
題
を
扱
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
都
市
に
よ
り
多
く
存

在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
就
労
機
会
を
得
ら
れ
な
い
貧
困
者
が
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
や
食
糧
配
給
を
活
用
し
よ
う
と
し

て
も
、
郊
外
に
は
貧
困
者
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
ま
り
存
在
せ
ず
、
仮
に
存
在
す
る
と
し
て
も
公
共
交
通
機
関
の
発
達
し
て
い
な
い
ア

（　

）
６５る
。

（　

）
６６る
。

（　

）
６７る
。

（　

）
６８め
、

（　

）
６９が
、
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メ
リ
カ
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
の
が
困
難
だ
ろ
う
。

　
　
（
四
）
信
仰
に
基
づ
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
チ
ャ
リ
タ
ブ
ル
・
チ
ョ
イ
ス

　

政
治
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
地
理
的
拠
点
を
強
制
で
き
な
い
以
上
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
提
供
の
地
理
的
偏
り
を
政
治
的
に

変
更
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。
た
だ
し
、
教
会
を
拠
点
に
す
る
信
仰
に
基
づ
く
団
体
Ｆ
Ｂ
Ｏ
が
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
す
る
な
ら
ば
、
上
記
の
問
題
は
あ
る
程
度
軽
減
で
き
る
と
推
測
さ
れ
る
。
宗
教
が
社
会
的
な
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
ア
メ

リ
カ
で
は
、
教
会
は
貧
困
地
帯
に
も
多
く
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
教
会
に
よ
る
貧
困
者
救
済
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
最
も
初
期
に
提
供
さ
れ
た
社
会
的
セ
イ
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト

だ
っ
た
。
今
日
、
五
七
％
の
教
会
や
礼
拝
所
が
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
調
査
が

あ
る
。
ま
た
、
恒
常
的
に
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
し
て
い
る
の
は
全
教
会
の
二
〇
％
程
度
と
い
う
推
計
も
あ
�

今
日
、
社
会
サ

ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
五
分
の
一
程
度
が
宗
教
的
な
組
織
だ
と
見
積
も
ら
れ
て
い
�

Ｆ
Ｂ
Ｏ
は
非
宗
教
的
な
組
織
と
比

べ
て
小
規
模
で
専
門
家
を
擁
し
て
い
な
い
場
合
が
多
い
も
の
の
、
貧
困
者
に
食
糧
な
ど
の
物
質
的
利
益
を
緊
急
避
難
的
に
与
え
る
活

動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
さ
れ
�

　

先
の
ア
ラ
ー
ド
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
Ｆ
Ｂ
Ｏ
が
非
宗
教
的
な
組
織
と
比
べ
て
、
貧
困
率
が
高
い
地
域
に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
た
だ
し
、
Ｆ
Ｂ
Ｏ
の
内
で
も
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
提
供
時
に
祈
り
や
宗
教
的
原
則
を
強
調
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
貧
困
率
が
高
い
、
あ

る
い
は
極
め
て
高
い
地
域
で
、
ま
た
、
居
住
人
口
中
に
黒
人
が
占
め
る
割
合
の
高
い
地
域
で
、
貧
困
者
向
け
に
救
済
活
動
を
行
っ
て�

い
�

Ｆ
Ｂ
Ｏ
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
最
底
辺
で
セ
イ
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
を
提
供
す
る
存
在
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

　

Ｆ
Ｂ
Ｏ
も
収
入
の
相
当
部
分
を
政
府
か
ら
の
移
転
支
出
に
依
存
し
て
い
る
が
、
政
府
か
ら
の
資
金
を
利
用
し
て
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提

（　

）
７０る
。

（　

）
７１る
。

（　

）
７２る
。

（　

）
７３る
。
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供
す
る
場
合
に
は
宗
教
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
か
ら
の
資
金
を
得
て
活
動
す
る
組
織
が
、
信
仰

を
基
準
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
す
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
論
争
が
あ
�

と
は
い
え
、
教
会
や
シ
ナ
ゴ
ー
グ
な
ど
の
宗
教

組
織
は
全
米
各
地
に
点
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
組
織
を
効
果
的
に
活
用
す
れ
ば
、
幅
広
い
層
に
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
効
率
よ
く
提

供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
期
待
を
基
に
一
九
九
六
年
の
Ｐ
Ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ａ
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
の
が
、
チ
ャ
リ
タ
ブ
ル
・
チ
ョ
イ
ス
と
呼
ば
れ

る
規
定
で
あ
�

　

共
和
党
の
ジ
ョ
ン
・
ア
シ
ュ
ク
ロ
フ
ト
上
院
議
員
の
提
唱
に
よ
っ
て
盛
り
込
ま
れ
た
チ
ャ
リ
タ
ブ
ル
・
チ
ョ
イ
ス
は
、
社
会
福
祉

サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
提
供
者
を
宗
教
性
を
根
拠
と
し
て
差
別
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
政
府
と
契
約
し
て
資
金
を

得
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
団
体
も
宗
教
シ
ン
ボ
ル
を
使
用
し
た
り
食
事
前
に
祈
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ず
、
宗
教
的
信
条
に
基
づ
い

て
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
チ
ャ
リ
タ
ブ
ル
・
チ
ョ
イ
ス
は
こ
の
よ
う
な
規
制
を
撤
廃
し
て
、
Ｆ
Ｂ
Ｏ
が
連

邦
政
府
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
資
金
を
獲
得
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
べ
く
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
�

　

そ
の
後
、
チ
ャ
リ
タ
ブ
ル
・
チ
ョ
イ
ス
は
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
み
な
ら
ず
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
や
薬
物
乱
用
解
消
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

メ
ン
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
の
領
域
な
ど
に
拡
大
さ
れ
た
が
、
実
施
し
て
い
る
州
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
連
邦
政
府
の
支

出
額
に
占
め
る
割
合
も
非
常
に
低
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
政
権
公
約
の
一
つ
で
あ
る
「
思
い
や

り
の
あ
る
保
守
主
義
」
の
一
環
と
し
て
、
チ
ャ
リ
タ
ブ
ル
・
チ
ョ
イ
ス
の
拡
大
を
提
唱
し
�

具
体
的
に
は
、
伝
統
的
に
政
府
と
の

契
約
か
ら
除
外
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
小
規
模
で
、
専
門
性
を
持
た
な
い
、
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
拠
し
て
い
る
Ｆ
Ｂ
Ｏ
に
も
チ
ャ

リ
タ
ブ
ル
・
チ
ョ
イ
ス
の
対
象
を
広
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
行
政
命
令
で
、
信
仰
に
根
ざ
し
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
促
進
す

（　

）
７４る
。

（　

）
７５る
。

（　

）
７６る
。

（　

）
７７た
。
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る
た
め
の
部
局
Ｏ
Ｆ
Ｂ
Ｃ
Ｉ
を
設
け
、
そ
の
責
任
者
に
カ
ソ
リ
ッ
ク
で
民
主
党
支
持
者
の
ジ
ョ
ン
・
Ｊ
・
デ
ィ
ウ
リ
オ
を
任
命
し
た
。

デ
ィ
ウ
リ
オ
は
黒
人
の
貧
困
問
題
の
解
決
に
黒
人
教
会
を
活
用
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
都
市
に
お
け
る
信

仰
を
基
盤
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
互
助
的
な
自
発
的
結
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
幹
と
な
る
と
論
じ
て
い
�

　

こ
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
政
策
は
、
彼
の
支
持
基
盤
で
あ
る
宗
教
右
派
を
利
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
が
、
実
際
に
は
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
カ
ル
は
こ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
対
し
て
必
ず
し
も
積
極
的
で
は
な
�

む
し
ろ
、
ア
ル
・

ゴ
ア
と
支
持
率
が
拮
抗
し
た
状
態
で
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
誕
生
し
た
経
緯
を
考
え
る
と
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
、
黒

人
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
有
権
者
の
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
政
治
的
考
慮
は
さ
て
お
き
、
チ
ャ
リ
タ
ブ
ル
・
チ
ョ
イ
ス
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
は
、
現

存
の
社
会
福
祉
政
策
の
枠
組
み
を
所
与
と
し
た
上
で
、
可
能
な
限
り
貧
困
者
に
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
試
み
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
誕
生
後
、
Ｆ
Ｂ
Ｏ
に
対
す
る
移
転
支
出
は
増
大
し
て
い
る
も
の
の
、
同
時
多
発
テ

ロ
に
加
え
て
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
に
対
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
対
応
が
批
判
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
思
い

や
り
の
あ
る
保
守
主
義
の
構
想
は
後
景
に
退
い
た
と
い
え
�

た
だ
し
、
現
在
の
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
は
「
信
仰
に
基
づ
く
近

隣
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
提
唱
し
、
Ｆ
Ｂ
Ｏ
が
社
会
福
祉
問
題
に
お
い
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
期
待
し
て
い
�

こ
の

判
断
は
、
オ
バ
マ
が
か
つ
て
シ
カ
ゴ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
し
た
経
験
に
も
根
ざ
し
て
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
Ｆ
Ｂ
Ｏ
が
全
米
で
ど
の
程
度
の
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
で
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
別
稿
で
検
討
す
る
こ

と
に
し
た
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
連
邦
政
府
が
貧
困
者
救
済
政
策
を
十
分
に
行
い
得
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、

Ｆ
Ｂ
Ｏ
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
今
後
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（　

）
７８る
。

（　

）
７９い
。

（　

）
８０る
。

（　

）
８１る
。
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第
三
節　

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
再
編
に
至
る
歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
っ
た
上
で
、
個
人
の
責
任

と
就
労
を
強
調
す
る
Ｐ
Ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ａ
の
下
で
の
対
貧
困
者
政
策
の
現
状
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
冒
頭
に
記
し
た
三
つ
の
課

題
に
即
す
る
形
で
、
本
稿
の
議
論
を
整
理
し
つ
つ
、
い
く
つ
か
の
知
見
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

第
一
の
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
対
貧
困
者
政
策
が
貧
困
者
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
の
に
ど
の
程
度
役
立
っ
て
い
る
か
と
い
う
課
題

に
つ
い
て
は
、
貧
困
者
が
最
低
賃
金
で
フ
ル
・
タ
イ
ム
で
働
き
、
勤
労
所
得
控
除
や
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
な
ど
の
給
付
を
全
て
受
給

す
る
な
ら
ば
、
五
〇
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
全
て
の
地
域
で
、
連
邦
政
府
の
定
め
る
貧
困
線
を
越
え
る
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

制
度
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
だ
し
、
経
済
状
態
が
比
較
的
良
好
だ
っ
た
一
九
九
〇
年
代
は
と
も
か
く
、
失
業
率
が

上
昇
し
て
い
る
今
日
に
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
フ
ル
・
タ
イ
ム
で
労
働
す
る
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
フ
ル
・

タ
イ
ム
の
職
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
上
述
の
全
て
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
は
、
申
請
手
続
き
の
問
題
も
あ
り
、
極

め
て
困
難
で
あ
る
。

　

地
域
ご
と
の
生
活
費
の
差
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
制
度
上
想
定
さ
れ
る
収
入
を
得
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
多
く
の
場
合
基
礎
家

計
費
を
満
た
さ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
基
礎
家
計
費
の
充
足
率
を
決
め
る
要
因
は
居
住
地
域
の
住
居
費
の
高
さ

で
あ
り
、
州
政
府
が
独
自
に
採
用
す
る
社
会
福
祉
政
策
の
寛
大
さ
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

　

ま
た
、
就
労
し
て
い
な
い
人
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
食
糧
配
給
を
受
け
る
に
際
し
て
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
政
府
か
ら
の
資
金
に
大
き
く
依
存
し
て
い
て
政
府
に
よ
る
規
制
に
従
わ
ね
ば
な
ら

な
い
た
め
、
貧
困
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
柔
軟
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
や
食
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糧
配
給
を
受
け
る
た
め
に
は
貧
困
者
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
近
い
と
こ
ろ
に
居
住
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
貧
困
度
の
高
い
地
域
に
拠

点
を
構
え
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
そ
の
点
に
お
い
て
も
貧
困
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
っ
た
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
提
供
に
際
し
て
Ｆ
Ｂ
Ｏ
を
活
用
す
る
こ
と
が
そ
の
問
題
を
解
消
す
る
一
つ

の
方
法
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

　

第
二
の
、
一
九
九
六
年
の
改
革
に
よ
っ
て
州
以
下
の
政
府
に
権
限
が
委
譲
さ
れ
た
結
果
と
し
て
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
が
い
う
と
こ
ろ
の

「
底
辺
へ
の
競
争
」
が
発
生
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
議
論
は
明
確
な
回
答
を
示
し
て
い
な
い
。
本
稿
が
紹

介
し
た
一
連
の
研
究
は
、
給
付
額
の
多
寡
に
応
じ
て
貧
困
者
や
納
税
者
が
地
理
的
に
移
動
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
言
及
し
て

い
な
い
か
ら
で
あ
�

　

た
だ
し
、
ス
ト
ー
カ
ー
ら
は
、
独
自
の
福
祉
拡
充
政
策
を
何
ら
採
用
し
て
い
な
い
州
の
方
が
、
福
祉
拡
充
策
を
採
用
し
て
い
る
地

域
よ
り
も
実
質
的
に
貧
困
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
の
い
う
「
底
辺
へ
の
競
争
」

で
は
な
く
、「
底
辺
に
追
い
つ
く
た
め
の
競
争
」
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
彼
ら
の
議
論
は
、
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
の
議
論
と
は
位
相
を
異

に
す
る
も
の
の
、
重
要
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。
今
後
は
、
実
際
に
福
祉
移
住
が
発
生
し
て
い
る
か
と
い
う
事
実
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
政
策
決
定
者
が
福
祉
移
住
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
と
い
う
認
識
レ
ヴ
ェ
ル
を
含
め
て
理
論
を
精
緻
化
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

第
三
の
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
の
枠
組
み
の
中
で
、
連
邦
政
府
と
州
以
下
の
政
府
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら

れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
は
、
先
の
ス
ト
ー
カ
ー
ら
の
議
論
が
示
唆
的
で
あ
る
。
一
般
に
、
貧
困
者
の
権
利
拡
充
を
主
張

す
る
団
体
は
連
邦
政
府
よ
り
も
、
身
近
な
州
以
下
の
政
府
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
要
求
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ら
の

団
体
の
多
く
が
特
定
の
地
域
を
基
盤
に
し
た
財
政
的
・
人
的
基
盤
の
弱
い
団
体
で
、
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
政
治
活
動
を
す
る
余
裕
を

（　

）
８２る
。
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持
た
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
や
む
を
得
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ス
ト
ー
カ
ー
ら
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、

州
以
下
の
政
府
が
積
極
的
な
福
祉
拡
充
策
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
目
前
の
貧
困
者
の
救
済
に
は
プ
ラ
ス
に
な
り
う
る
と
し
て
も
、
全

体
と
し
て
の
貧
困
問
題
解
決
に
向
け
て
は
あ
ま
り
重
要
な
要
因
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
積
極
的
な
福
祉
拡
充
策
を
採
用
す
る
州
よ

り
も
、
何
ら
独
自
の
策
を
と
ら
ず
に
連
邦
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
を
利
用
し
て
い
る
州
の
方
が
充
実
し
た
福
祉
を
提
供
で
き
て
い
る
こ
と

は
、
そ
も
そ
も
の
制
度
設
計
に
重
大
な
欠
陥
が
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
も
必
ず
し
も
期
待
で
き
な
い
現
状
に
あ

っ
て
は
、
社
会
福
祉
政
策
に
つ
い
て
は
、
連
邦
政
府
主
導
で
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
�

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
対
貧
困
者
政
策
は
大
き
な
限
界
を
抱
え
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・

ロ
ー
ン
問
題
の
発
生
に
よ
っ
て
深
刻
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
郊
外
で
の
貧
困
の
増
大
は
、
都
市
を
主
な
対
象
と
し
て
制
度
設
計
さ
れ

て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
の
あ
り
方
を
大
き
く
問
い
直
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

今
日
、
貧
困
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
リ
ベ
ラ
ル
派
を
中
心
と
す
る
様
々
な
団
体
が
改
革
の
た
め
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
注
意
す
る
べ
き
な
の
は
、
そ
れ
ら
の
提
言
の
多
く
は
公
的
な
医
療
保
険
制
度
の
導
入
や
最
低
賃
金
の
増
額
、
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
拡
充
、

フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
の
申
請
手
続
き
の
電
子
化
な
ど
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
も
の
の
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
代
表
さ
れ
る
就
労
を
条
件
と
し

て
給
付
を
行
う
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
改
革
の
対
象
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
拠

点
が
地
理
的
に
貧
困
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
っ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
国
民
皆
医
療
保
険
制
度
導
入
の
可
能

性
が
必
ず
し
も
高
く
な
い
こ
と
を
考
え
れ
�

本
稿
で
紹
介
し
た
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
の
基
本
的
な
枠
組
み
は
、
今
後
し
ば
ら
く

は
変
わ
ら
な
い
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
�

（　

）
８３う
。

（　

）
８４ば
、

（　

）
８５う
。
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（
補
論
）

　
　
　

ア
メ
リ
カ
の
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
ス
ト
ー
カ
ー
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
研
究
に
従
っ
て
、
最
低
賃
金
、
所
得
税
控
除
、
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
、
学
校
で
の
食
事

提
供
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
医
療
費
補
助
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
、
育
児
支
援
、
住
居
費
補
助
を
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
検
討
し
た
。
こ
れ
ら

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
本
で
は
十
分
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
以
下
で
簡
単
に
内
容
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
的
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
表
四
の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
各
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
際
し

て
用
い
ら
れ
る
手
法
は
、
表
五
の
よ
う
に
整
理
で
き
�

　

な
お
、
社
会
保
障
、
失
業
補
償
、
更
に
は
景
気
対
策
な
ど
も
長
期
的
に
は
労
働
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
高
め
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
広
い
意
味
で
の
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
就
労

支
援
に
直
接
的
に
及
ぼ
す
効
果
を
測
定
す
る
の
は
非
常
に
困
難
な
た
め
、
検
討
の
対
象
に
は
し
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
ス
ト
ー
カ
ー
ら
は
、
労
働
者
全
般
を
援
助
す
る
の
で
は
な
く
、
困
窮
し
て
い
る
労
働
者
と
そ
の
扶
養
家
族
を
直
接
的
な
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
も
の
の
み
を
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
育
児
支
援
や
給
食
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
は

貧
困
家
庭
で
は
な
く
サ
ー
ヴ
ィ
ス
提
供
者
に
支
払
い
が
な
さ
れ
る
が
、
実
質
的
に
は
貧
困
家
庭
に
支
払
わ
れ
る
の
と
同
じ
意
味
を
持

つ
た
め
、
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
対
象
と
し
た
補
足
的
所
得
保
障
Ｓ
Ｓ
Ｉ
な
ど
、
貧
困
者
の
中
で
も
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
人

の
み
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
ら
に
従
い
除
外
し
た
。
受
給
資
格
要
件
と
し
て
一
定
の
所
得
や
資
産
を
持
つ
こ

と
を
掲
げ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
例
え
ば
、
住
宅
ロ
ー
ン
補
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）
も
除
外
し
た
。

（　

）
８６る
。
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移民に対
する特別
な基準

子供への
給付の義
務づけ

給付期間
の制限

ＴＡＮＦ
受給期間
中の受給
の可否

予算に基
づく制約

生活費に
基づく給
付額の調
整

資格の有
無や給付
スケジュー
ルの決定

なしなしなし可能当てはま
らない

なし連邦
州がそれ
を上回る
決定をす
ることが
できる

最低賃金

ありなし
子供のい
る家庭に
は寛大な
給付が成
される

なし可能なしあり連邦

ＥＩＴＣ

ありなしなし可能なしあり連邦フード・
スタンプ

ありありなし可能
福祉受給
期間中は
優先的に
給付が与
えられる。

ありなし州

育児支援

なしありなし可能なしなし連邦学校での
食事提供
プログラム

ありありあり該当せずありなし州ＴＡＮＦ

あり様々
州により
基準が異
なる

様々
州により
基準が異
なる／受
給者が子
供か成人
かにより
異なる

可能
福祉受給
期間中は
優先的に
給付が与
えられる。

制度設計
による

なし州

医療費補助

ありなしなし可能
福祉受給
期間中は
優先的に
給付が与
えられる。

あり限定的地方

住居費補助

表四　就労支援プログラムの基本的特徴

（出典）　�������	
�����	�
�	�	�����	�
	����������������	�
����
����������
�
������
��������	
�����
��
�����
����������
������������	
��

����������

�	
����
��	�������

��������		
�����
�������	�に基づき作成。
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（
一
）
最
低
賃
金

　

最
低
賃
金
法
は
、
政
府
の
財
政
支
出
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、

労
働
契
約
に
関
す
る
経
済
的
規
制
と
し
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。

　

連
邦
の
最
低
賃
金
法
は
、
一
九
三
八
年
の
公
正
労
働
基
準
法
に

よ
っ
て
州
際
通
商
に
直
接
的
、
間
接
的
に
関
わ
る
人
に
一
時
間
あ

た
り
二
五
セ
ン
ト
の
賃
金
を
払
う
こ
と
を
求
め
た
こ
と
に
始
ま
る

が
、
そ
れ
以
後
、
徐
々
に
金
額
が
増
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
一
九
九
一
年
に
三
・
八
〇
ド

ル
か
ら
四
・
二
五
ド
ル
、
一
九
九
六
年
に
四
・
七
五
ド
ル
、
一
九

九
七
年
に
五
・
一
五
ド
ル
、
そ
し
て
一
九
九
七
年
公
正
最
低
賃
金

法
に
よ
り
一
九
九
八
年
七
月
二
四
日
以
降
は
六
・
五
五
ド
ル
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
サ
モ
ア
な
ど
の
一
部

の
地
域
は
こ
の
規
制
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
し
、
チ
ッ
プ
に
よ
る

収
入
が
見
込
め
る
一
部
の
職
種
に
つ
い
て
は
時
給
と
チ
ッ
プ
の
合

計
額
が
六
・
五
五
ド
ル
を
超
え
る
場
合
に
は
時
給
を
二
・
一
三
ド

ル
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

先
に
記
し
た
よ
う
に
、
最
低
賃
金
は
近
年
頻
繁
に
引
き
上
げ
ら

（出典）　�������	
�����	�
�	�	�����	�
	����������������	�
����
����������
�
������
��������	
�����
��
�����
����������
�������������	
��	
�������������	
���	����������

��������		
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�
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経済規制税支出社会規制バウチャー補助金
政府による
実施

○
当てはまら
ない

○最低賃金

○
当てはまら
ない

○ＥＩＴＣ

○○○○
フード・
スタンプ

○○○○育児支援

○○○
学校での
食事提供
プログラム

○○○ＴＡＮＦ

○○○医療費補助

○○○○住居費補助

表五　就労支援プログラム提供の方法
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れ
て
い
る
が
、
生
活
費
に
基
づ
い
て
調
整
す
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
、
一
九
七
〇
年
代
の
額
よ
り
実
質
価
値
で
は
低
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
最
低
賃
金
を
連
邦
政
府
よ
り
も
高
く
設
定
し
て
い
る
州
も
あ
る
（
二
〇
〇
五
年
の
段
階
で
、
一
五
の
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

が
連
邦
政
府
よ
り
高
い
最
低
賃
金
を
定
め
て
い
る
）。

　

最
低
賃
金
が
高
く
な
れ
ば
貧
困
者
の
生
活
水
準
は
上
が
る
と
想
定
で
き
る
が
、
そ
の
反
面
、
高
い
賃
金
負
担
を
嫌
う
企
業
が
雇
用

を
減
少
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
り
、
最
低
賃
金
を
ど
の
程
度
に
設
定
す
る
の
が
適
切
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。

　
　
（
二
）
税
控
除
（
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）

　

税
控
除
は
労
働
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
高
め
る
上
で
非
常
に
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
連
邦
の
勤
労
税
額

控
除
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
今
日
最
大
の
所
得
補
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
子
供
の
い
る
家
庭
を
対
象
と
し
て
一
九
七
五
年
に
初
め
て
制
定
さ
れ
た
が
、
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
福
祉

に
代
わ
る
べ
き
も
の
と
し
て
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
を
賞
賛
し
て
以
降
重
要
性
を
増
し
、
一
九
八
六
年
の
税
法
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
拡
充
さ
れ

る
と
共
に
、
イ
ン
フ
レ
率
に
基
づ
い
て
額
が
調
整
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
に
は
、
子
供
が
い
る
家
庭
に
対
し
て
、
よ

り
寛
大
な
給
付
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
改
訂
さ
れ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
も
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
を
高
く
評
価
し
て
拡
充
す
る
と
共
に
、
一
九

九
三
年
に
は
子
供
の
い
な
い
家
庭
に
も
税
控
除
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
た
だ
し
子
供
の
い
る
家
庭
の
方
が
控
除
幅
は
大
き

い
）。

　

連
邦
と
は
別
に
、
独
自
に
税
控
除
を
制
度
化
し
て
い
る
州
も
存
在
す
る
。
二
〇
〇
三
年
四
月
の
段
階
で
は
、
一
七
の
州
が
独
自
の

税
控
除
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
労
働
し
て
い
な
い
場
合
に
は
控
除
の
恩
恵
が
与
え
ら
れ
な
い
た
め
に
、
労
働
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
高
め
る
と
し
て
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評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
一
方
で
、
子
供
の
い
る
夫
婦
が
共
働
き
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
下
げ
る
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
存
在
を
根
拠
と
し
て
企
業
が
賃
金
を
増
大
さ
せ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　
　
（
三
）
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ

　

フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
は
、
全
国
一
律
に
家
族
の
人
数
に
応
じ
て
食
品
の
購
入
を
補
助
す
る
た
め
に
与
え
ら
れ
る
、
資
産
調
査
付
き

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
た
だ
し
ア
ラ
ス
カ
と
ハ
ワ
イ
に
つ
い
て
は
、
若
干
異
な
る
基
準
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
六
一
年
か
ら
の
試
行
を
経
て
一
九
六
四
年
に
制
度
化
さ
れ
、
一
九
七
一
年
に
正
式
に
受
給
資
格
等
が
定
め
ら
れ
た
。
一
九
七

七
年
に
、
就
労
に
向
け
た
活
動
に
協
力
し
な
い
者
に
は
給
付
資
格
を
与
え
な
い
と
い
う
規
定
が
加
え
ら
れ
て
以
降
、
就
労
と
の
結
び

つ
き
が
強
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
五
年
に
は
、
一
五
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
の
、
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
就
労
可
能
な
人
に
は
、

原
則
と
し
て
就
労
の
義
務
が
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
九
六
年
の
Ｐ
Ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ａ
に
よ
っ
て
、
一
八
歳
か
ら
五
〇
歳

で
子
供
が
い
な
い
者
（
た
だ
し
妊
娠
中
の
場
合
を
除
く
）
に
つ
い
て
、
直
近
の
三
六
ヶ
月
の
う
ち
に
、
就
労
し
て
い
る
か
許
可
さ
れ

た
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
時
間
が
週
二
〇
時
間
未
満
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
ヶ
月
に
及
ん
で
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン

プ
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
受
給
資
格
が
剥
奪
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
れ
以
降
も
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
の
受
給
資
格
は
何
度

か
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
就
労
と
の
関
係
は
強
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　

な
お
、
か
つ
て
は
貧
困
家
庭
に
紙
の
ク
ー
ポ
ン
が
送
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
デ
ビ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
式
に
な
っ
た
た
め
、
二
〇

〇
八
年
一
〇
月
か
ら
は
正
式
名
称
が
補
足
的
栄
養
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
変
更
さ
れ
た
（
た
だ
し
、
現
在
で
も
一
般
に
は
、
フ
ー
ド
・

ス
タ
ン
プ
と
呼
ば
れ
て
い
る
）。
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フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
は
連
邦
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、
申
請
受
付
や
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
の
発
行
な
ど
の
業
務
は
連
邦
の
規
則
に
基
づ

い
て
州
以
下
の
政
府
が
代
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
�

　

フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
は
要
件
を
満
た
せ
ば
必
ず
受
給
で
き
る
、
個
人
に
対
す
る
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
（
義
務
的
経
費
）
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
マ
ク
ロ
経
済
の
動
向
を
反
映
し
や
す
い
。

　
　
（
四
）
学
校
で
の
食
事
提
供
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

学
校
で
の
食
事
提
供
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
連
邦
政
府
の
定
め
る
貧
困
線
の
一
三
〇
％
未
満
の
収
入
し
か
な
い
家
庭
の
子
供
に
、
学
校

で
無
料
の
昼
食
な
い
し
朝
食
を
与
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
収
入
が
貧
困
線
の
一
三
〇
％
か
ら
一
八
五
％
の
場
合
は
、
割
引
価
格

で
食
事
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ス
ク
ー
ル
・
ラ
ン
チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
九
四
六
年
に
始
め
ら
れ
、
個
人
に
対
す
る
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
朝
食
が
提
供
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
九
六
六
年
に
試
行
さ
れ
て
一
九
七
五
年
に
完
全
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
昼
食
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
比
べ
て
参
加
率
は
低
い
。

　

な
お
、
ス
ト
ー
カ
ー
ら
の
研
究
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
低
所
得
の
家
族
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
就
労
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
従
っ
て
、
ス
ト
ー
カ
ー
ら
の
デ
ー
タ
を
紹
介
し
て
い
る
本
稿
も
、
同
様
の
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
）。
と

は
い
え
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
給
者
と
そ
の
家
族
に
は
就
労
の
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
厳
密
に
は
就
労
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
位
置
づ
け
る
の
は
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（　

）
８７る
。
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（
五
）
医
療
費
補
助

　

貧
困
者
に
対
す
る
医
療
費
補
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
重
要
な
の
は
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
と
児
童
健
康
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
（
ま

た
は
Ｃ
Ｈ
Ｉ
�

で
あ
る
。

　

貧
困
者
向
け
の
公
的
医
療
保
険
制
度
で
あ
る
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
は
、
個
人
に
対
す
る
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
た
め
、
原
則
的
に
は
政
府
の
財
政
状
況
と
は
関
わ
り
な
く
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
は
連

邦
政
府
と
州
政
府
の
両
方
の
拠
出
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
と
執
行
を

委
ね
ら
れ
て
い
る
州
政
府
は
、
連
邦
政
府
の
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
範
囲
内
で
柔
軟
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
給
付
対
象
者
に
つ
い
て
は
数
度
の
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
、
州
政
府
は
貧
困
線
の
一
三
三
％

以
下
の
収
入
し
か
な
い
家
庭
に
住
む
妊
娠
中
の
女
性
と
六
歳
未
満
の
児
童
、
並
び
に
貧
困
線
以
下
の
収
入
し
か
な
い
家
庭
の
一
九
歳

未
満
の
児
童
に
は
給
付
を
行
う
義
務
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
人
々
に
つ
い
て
は
、
州
政
府
は
大
き
な
裁
量
を
き
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
現
在
の
メ
デ
ィ
ケ
イ

ド
の
相
当
部
分
が
高
齢
者
と
障
害
者
に
対
し
て
給
付
さ
れ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
は
高
齢
者
支
援
と
障
害
者
支
援
を
補
助
す
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
揶
揄
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
妊
娠
中
の
女
性
や
一
歳
未
満
の
子
供
に
つ
い
て
は
、
規
定
よ
り
多
く
の

収
入
が
あ
る
場
合
で
も
、
貧
困
線
の
一
八
五
％
以
下
な
ら
ば
給
付
を
行
っ
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
州
政
府
は
寛
大
な
給

付
を
行
う
傾
向
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
州
政
府
は
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
就
労
条
件
を
満
た
さ
な
い
成
人
に
対
す
る
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
給
付
を
拒
否
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
た
め
（
た
だ
し
、
そ
の
児
童
に
対
す
る
給
付
は
拒
否
で
き
な
い
）、
財
政
的
な
制
約
が
大
き
い
場
合
に
は
そ
れ
を
根
拠
に
受
給

要
件
が
厳
格
化
さ
れ
る
。
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
が
し
ば
し
ば
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

（　

）
８８Ｐ
）
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一
方
の
児
童
健
康
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
は
、
一
九
九
七
年
に
低
所
得
家
族
の
児
童
向
け
に
策
定
さ
れ
た
連
邦
の
医
療
費

補
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
州
政
府
は
連
邦
政
府
の
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
下
で
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
受
給
資
格
を
拡
大
す
る
か
、

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
と
は
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
運
用
す
る
か
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
形
で
運
用
し
、
連
邦
政
府
が
マ
ッ
チ
ン
グ
・

フ
ァ
ン
ド
を
与
え
る
。
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
と
は
異
な
り
、
連
邦
政
府
は
上
限
を
定
め
た
一
括
補
助
金
の
形
式
で
資
金
を
与
え
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
一
方
で
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
よ
り
受
給
資
格
要
件
が
緩
や
か
で
あ
る
。

　

な
お
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
を
拡
充
す
る
法
案
に
二
度
拒
否
権
を
発
動
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
二

月
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
合
法
移
民
を
含
む
四
〇
〇
万
人
の
子
供
と
妊
娠
中
の
女
性
に
対
し
て
給
付
を
行
え
る
よ
う
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
を
拡

充
す
る
法
案
に
署
名
し
て
い
る
。

　
　
（
六
）
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ

　

Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
に
代
わ
っ
て
作
ら
れ
た
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
は
、
児
童
が
い
る
、
な
い
し
は
妊
娠
中
の
女
性
が
い
る
貧
困
家
庭
に
対
す
る
現
金
給

付
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
給
付
に
際
し
て
、
受
給
者
に
勤
労
の
義
務
、
な
い
し
は
就
労
に
向
け
て
の
活
動
義
務
が
課
さ
れ
た
点
、
受

給
期
間
を
継
続
し
て
二
年
ま
で
、
生
涯
で
五
年
ま
で
に
制
限
し
た
点
で
、
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
で
は
な
く
、
州
政
府
に
対
す
る
一
括
補
助
金
と
し
て
与
え
ら
れ
て
、
執
行
に
際
し
て
州
政
府
の
行

使
で
き
る
裁
量
が
大
幅
に
増
大
し
た
点
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
就
労
要
件
を
厳
し
く
し
た
り
、
一
方
で
収
入
要
件
を

緩
め
た
り
と
、
州
ご
と
に
異
な
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
に
は
福
祉
依
存
か
ら
の
脱
却
を
狙
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。
今
日
で
は
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
を
受
給
す
る
よ
り
は
最
低
賃
金

で
働
い
た
方
が
よ
り
多
く
の
収
入
が
得
ら
れ
る
と
い
う
調
査
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
拡
充
さ
れ
た
結
果
で
も
あ
�
（　

）
８９る
。
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（
七
）
育
児
支
援

　

育
児
支
援
補
助
金
は
、
一
九
八
八
年
の
家
庭
支
援
法
と
一
九
九
〇
年
の
包
括
的
予
算
調
整
法
で
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
の
受
給
対
象
者
に
与
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
一
九
九
六
年
の
Ｐ
Ｒ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ａ
に
よ
っ
て
育
児
発
育
支
援
一
括
補
助
金
（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｇ
）
と

し
て
統
合
、
拡
充
さ
れ
た
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｇ
は
一
部
が
州
政
府
に
対
す
る
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｇ
は
中
・
低
所
得
者
家

庭
の
就
労
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
収
入
が
州
の
中
間
値
の
八
五
％
以
下
の
家
庭
に
対
し
て
州
政
府
が
提
供
し
て
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
州
政
府
は
よ
り
厳
格
な
基
準
を
用
い
て
給
付
を
制
限
し
て
い
る
。

　
　
（
八
）
住
居
費
補
助

　

住
居
費
補
助
も
、
対
貧
困
者
政
策
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
具
体
的
な
方
式
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
公
営
住
宅
局

や
、
住
居
支
援
を
行
っ
て
い
る
非
営
利
団
体
を
介
す
る
方
法
、
不
動
産
に
関
す
る
会
社
と
の
関
係
な
ど
も
あ
り
、
非
常
に
複
雑
で
多

様
な
方
式
に
よ
っ
て
補
助
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

住
居
費
に
関
し
て
連
邦
政
府
の
機
関
の
中
で
中
心
的
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
住
宅
都
市
開
発
省
（
Ｈ
Ｕ
Ｄ
）
や
農

務
省
で
あ
る
。
だ
が
、
住
居
購
入
を
促
進
す
る
た
め
の
税
制
上
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
与
え
る
た
め
に
、
内
国
歳
入
局
（
国
税
庁
、

Ｉ
Ｒ
Ｓ
）
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ァ
ニ
ー
・
メ
イ
や
フ
レ
デ
ィ
ー
・
マ
ッ
ク
な
ど
の
政
府
が
支
援
す
る
住
宅

投
資
機
関
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

〔
謝
辞
〕
本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
五
月
九
日
、
一
〇
日
に
広
島
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
行
政
学
会
の
分
科
会
Ｅ
（
福
祉
国
家
国
際
比
較
研
究
）
で
行
っ

た
報
告
に
加
筆
し
、
二
〇
〇
九
年
六
月
末
に
脱
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
を
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
司
会
の
久
邇
良
子
先
生
、
討
論
者
の
北
山
俊



論　　　説

（� ）５２（甲南法学’�０９）５０―１―５２

哉
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
先
生
方
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
１
）　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
推
計
で
は
、
二
〇
〇
八
年
に
は
一
一
〇
〇
万
の
職
が
減
少
し
た
が
、
福
祉
受
給
者
数
が
増
大
し
た
の
は
二
〇
州
に
と

ど
ま
り
、
一
八
の
州
で
む
し
ろ
福
祉
受
給
者
数
が
減
少
し
た
。
地
域
別
に
見
れ
ば
、
西
部
で
は
七
％
増
大
し
た
が
、
南
部
で
は
ほ
ぼ
変
化
が
な
く
、

北
東
部
で
は
四
％
、
中
西
部
で
は
五
％
減
少
し
て
い
る
。
全
国
的
に
も
こ
の
四
〇
年
間
で
現
金
給
付
の
受
給
者
数
は
最
低
な
い
し
最
低
に
近
い
ま

ま
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
一
九
九
六
年
の
福
祉
改
革
の
結
果
、
連
邦
政
府
か
ら
州
政
府
に
与
え
ら
れ
る
一
括
補
助
金
の
金
額
が
決
ま
っ
て
い

る
た
め
に
、
ケ
ー
ス
が
増
え
て
も
十
分
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
連
邦
政
府
が
全
て
の
コ
ス
ト
を
支
払
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
の
支
出
が
全
米
で
一
二
％
増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
容
易
に
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。�
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ま
た
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
で
貧
困
率
と
福
祉
の
受
給
者
数
が
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
様
々
な
デ
ー
タ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、

一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
二
年
に
か
け
て
、
貧
困
家
庭
の
数
が
二
〇
％
増
大
し
た
の
に
対
し
て
、
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
を
受
給
し
た
家
庭
は
二
七
・
一
％
増

大
し
た
。
一
方
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
か
け
て
、
貧
困
線
以
下
の
生
活
を
送
る
家
庭
は
一
八
・
九
％
増
大
し
た
が
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
受

給
家
族
数
は
八
％
低
下
し
た
。�
�����
�
�
��
��
�
��

�
�����
���
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����
����
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な
お
、
景
気
悪
化
に
伴
い
、
軍
へ
の
兵
隊
の
リ
ク
ル
ー
ト
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
近
年
は
、
兵
隊
を
集
め
る
の
が

困
難
な
の
で
、
リ
ク
ル
ー
タ
ー
を
増
員
し
て
ボ
ー
ナ
ス
を
増
や
し
た
り
、
二
〇
〇
六
年
に
募
集
の
年
齢
制
限
を
三
五
歳
か
ら
四
二
歳
に
ま
で
引
き

上
げ
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
兵
隊
が
集
ま
ら
な
い
の
で
、
健
康
状
態
に
問
題
の
あ
る
人
や
犯
罪
歴
の
あ
る
人
、

試
験
の
点
の
悪
い
人
、
高
校
を
卒
業
で
き
な
か
っ
た
人
な
ど
、
従
来
は
適
性
に
欠
け
る
と
判
断
さ
れ
て
い
た
人
ま
で
受
け
入
れ
て
き
た
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
景
気
悪
化
に
伴
っ
て
そ
の
問
題
も
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
経
済
状
況
の
悪
化
に
加
え
て
、
イ
ラ
ク
の
戦
況
が

好
転
し
た
こ
と
、
八
月
に
定
め
ら
れ
た
新
し
い
復
員
軍
人
援
護
法
（�

�
��
�
���

�
������
���
）
に
よ
っ
て
三
年
間
以
上
現
役
勤
務
に
就
い
た
者
は
政
府
の
資
金

で
ど
の
公
立
の
カ
レ
ッ
ジ
に
も
通
え
る
、
あ
る
い
は
、
私
立
の
大
学
に
行
く
た
め
の
授
業
料
の
支
払
い
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。�
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な
お
、
貧
困
者
が
軍
隊
に
多
数
入
隊
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
邦
語
で
も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
堤
未
果
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
（
た
だ
し
筆
者
は
堤
氏
と
は
こ
の
事
態
の
評
価
に
つ
い
て
見
解
を
異
に
し
て
い
る
）。
堤
未
果
『
報
道
が
教
え
て
く
れ
な
い
ア
メ
リ
カ
弱
者
革

命
―
な
ぜ
あ
の
国
に
ま
だ
希
望
が
あ
る
の
か
』（
海
鳴
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
堤
未
果
『
ル
ポ　

貧
困
大
国
ア
メ
リ
カ
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八

年
）。

（
２
）　

ア
メ
リ
カ
労
働
省
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
九
年
五
月
の
失
業
率
は
九
・
四
％
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
失
業
率
は
当
初
予
想
さ
れ
て
い

た
よ
り
は
は
る
か
に
低
か
っ
た
た
め
、
景
気
が
回
復
す
る
と
の
期
待
が
生
じ
て
い
る
と
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。�
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（
３
）　

一
九
九
六
年
の
福
祉
改
革
に
関
す
る
最
も
包
括
的
な
分
析
と
し
て
、
以
下
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。�
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同
書
を
参
照
し
つ
つ
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
期
の
政
策
革
新
に
つ
い
て

分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
西
山
隆
行
『
ア
メ
リ
カ
型
福
祉
国
家
と
都
市
政
治
―
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
け
る
ア
ー
バ
ン
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
展
開
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）、
第
三
部
も
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
４
）　

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
一
括
補
助
金
は
元
々
二
〇
〇
二
年
に
期
限
切
れ
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
更
新
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
た
も
の
の
、
細
部
を
め
ぐ
っ
て
合
意
に
至
ら
ず
、
議
会
は
数
度
に
わ
た
り
暫
定
的
な
延
長
措
置
を
講
じ
て
い
た
。
Ｔ
Ａ
Ｎ

Ｆ
は
二
〇
〇
六
年
二
月
に
財
政
赤
字
削
減
包
括
予
算
調
整
法
を
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
承
認
し
た
こ
と
に
よ
り
、
正
式
に
再
可
決
さ
れ
た
。

（
５
）　

こ
の
政
策
の
評
価
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
一
つ
の
背
景
に
は
、
連
邦
政
府
も
州
政
府
も
追
跡
調
査
を
十
分
に
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
中
核
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
給
付
が
生
涯
で
五
年
ま
で
に
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
の
申
請

を
行
っ
た
貧
困
者
が
必
ず
し
も
多
く
な
い
た
め
に
、
研
究
者
に
よ
る
追
跡
調
査
が
行
い
に
く
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

（
６
）　

日
本
語
で
の
分
析
と
し
て
は
、
例
え
ば
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
根
岸
穀
宏
『
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
改
革
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
木

下
武
徳
『
ア
メ
リ
カ
福
祉
の
民
間
化
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
渋
谷
博
史
／
Ｃ
・
ウ
ェ
ザ
ー
ス
編
『
ア
メ
リ
カ
の
貧
困
と
福
祉
』

（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
７
）　

底
辺
へ
の
競
争
に
つ
い
て
は
、
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
貧
困
者
を
磁
石
の
よ
う
に
引
き
寄
せ
る
と
い
う
点
に
着
目
し
て
福
祉
磁
石
論
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
る
。�
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（
８
）　

こ
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
ー
ド
の
研
究
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
。�
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（
９
）　

な
お
、
ア
メ
リ
カ
で
も
年
金
も
大
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
若
い
移
民
が
多
く
流
入
し
て
ア
メ
リ
カ
国
籍
を
取

得
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
他
の
先
進
国
と
比
べ
れ
ば
少
子
高
齢
化
の
問
題
が
先
鋭
に
表
れ
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
年
金
に
つ

い
て
は
、
渋
谷
博
史
／
中
浜
隆
編
『
ア
メ
リ
カ
の
年
金
と
医
療
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
）
等
を
参
照
。

（　

）　

以
下
の
歴
史
的
記
述
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
既
に
別
所
で
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
煩
瑣
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
脚
注
を
特
に
重
要
な
研
究

１０

に
限
定
す
る
の
で
、
公
的
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
拙
著
の
、
医
療
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
拙
稿
の
脚
注
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
西
山
前
掲
書
、
西
山
隆
行
「
ア
メ
リ
カ
で
は
何
故
国
民
皆
保
険
が
実
現
し
て
い
な
い
の
か
？
―
革
新
主
義
時
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
期
ま

で
の
医
療
保
険
政
策
を
め
ぐ
る
政
治
の
歴
史
的
検
討
」『
甲
南
法
学
』
第
四
八
巻
四
号
（
二
〇
〇
八
年
）。

（　

）　

こ
の
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
西
山
前
掲
書
参
照
。

１１
（　

）　

ア
メ
リ
カ
で
民
間
医
療
保
険
制
度
が
発
達
し
た
結
果
、
公
的
な
国
民
皆
医
療
保
険
制
度
が
成
立
し
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
と
し
て
、
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五
嶋
陽
子
「
ア
メ
リ
カ
の
年
金
と
医
療
の
租

税
優
遇
措
置
」
渋
谷
・
中
浜
前
掲
編
著
等
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
民
間
医
療
保
険
制
度
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
邦
語
で
も
多
く

の
成
果
が
生
み
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
中
浜
隆
『
ア
メ
リ
カ
の
民
間
医
療
保
険
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
山
岸
敬
和
「
ア
メ
リ
カ
の

民
間
医
療
保
険
制
度
の
起
源
―
国
家
、
医
師
会
、
第
二
次
世
界
大
戦
」
杉
田
米
行
編
『
日
米
の
医
療
―
制
度
と
倫
理
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
八
年
）、
西
山
前
掲
論
文
参
照
。

（　

）　

例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
用
の
資
金
は
、
連
邦
政
府
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
額
を
州
政
府
と
地
方
政
府
が
折
半
す
る
こ

１３

と
に
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
受
給
を
目
的
と
し
て
男
性
が
意
図
的
に
家
庭
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
州
政
府
は
、
両
親

が
共
に
健
在
で
健
常
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
失
業
し
て
い
る
家
庭
を
対
象
と
し
て
、
要
扶
養
児
童
失
業
家
庭
扶
助
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
―
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
―
Ｕ
Ｐ
は
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
と
同
様
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
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（　

）　

エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
の
法
的
、
政
治
的
意
味
に
関
す
る
以
下
の
記
述
は
、
次
の
文
献
に
依
拠
し
て
い
る
。�
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以
下
の
分
析
は
、�

������

�

��������������

�������；

西
山
前
掲
書
第
八
章
に
依
拠
し
て
い
る
。
特
に
重
要
な
研
究
に
限
っ
て
注
を
記
す
の
で
、
文
献
等
は
拙
著
の

１６

脚
注
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（　

）　

本
稿
の
分
析
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
、
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
に
お
け
る
医
療
保
険
の
問
題
に
つ
い
て
分
析
し
た
研
究
と
し
て
、
天
野
拓
「
政
府
・

１７

企
業
・
個
人
―
現
代
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
医
療
保
険
制
度
を
め
ぐ
る
対
立
の
構
図
」
杉
田
前
掲
編
著
、
天
野
拓
『
現
代
ア
メ
リ
カ
の
医
療
政
策
と

専
門
家
集
団
』（
慶
応
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
も
参
照
の
こ
と
。
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（　

）　

た
だ
し
、
子
供
向
け
に
は
児
童
健
康
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
が
制
定
さ
れ
て
い
て
、
比
較
的
柔
軟
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
（
ま
た
、
補

２１

論
で
述
べ
る
よ
う
に
、
オ
バ
マ
政
権
の
下
で
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
は
大
幅
に
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
）。
ま
た
、
退
役
軍
人
な
ど
に
は
独
自
の
医
療
保

険
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。

（　

）　

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
に
関
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
優
れ
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
こ
の

２２

よ
う
な
労
働
収
入
を
補
完
す
る
政
府
の
支
出
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
貧
困
者
が
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を
反
映
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。�

バ
ー
バ
ラ
・
エ
ー
レ
ン
ラ
イ
ク
（
曽
田
和
子
訳
）『
ニ
ッ
ケ
ル
・
ア

ン
ド
・
ダ
イ
ム
ド
―
ア
メ
リ
カ
下
流
社
会
の
現
実
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
六
年
）；
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�
��������
﹇
森
岡
孝
二
／
川
人
博
／
肥
田
美
佐
子
訳
『
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
―
ア
メ
リ
カ
の
下
層
社
会
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）﹈。
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（　

）　

ア
メ
リ
カ
の
世
論
調
査
で
、
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
関
す
る
支
出
と
、
貧
困
者
を
援
助
す
る
た
め
の
支
出
の
額
に
関
す
る
評
価
を
問
う
た
時
、
ウ
ェ
ル

２３

フ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
政
府
の
支
出
が
少
な
す
ぎ
る
と
回
答
し
た
の
が
一
三
％
、
ほ
ぼ
適
正
と
し
た
の
が
二
五
％
、
多
す
ぎ
る
と
し
た
の
が
六
二
％

だ
っ
た
の
に
対
し
、
貧
困
者
を
援
助
す
る
た
め
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
少
な
す
ぎ
る
が
五
九
％
、
ほ
ぼ
適
正
が
二
五
％
、
多
す
ぎ
る
が
一
六
％
だ

っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
貧
困
者
政
策
を
め
ぐ
る
政
治
を
理
解
す
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
と
い
え
よ
う
。�
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���

（　

）　

合
衆
国
憲
法
に
は
、
日
本
の
生
存
権
に
当
た
る
規
定
が
存
在
し
な
い
た
め
、
連
邦
政
府
に
は
困
窮
者
を
援
助
す
る
法
的
義
務
は
な
い
と
さ
れ
て
い

２４

る
。
日
本
の
生
存
権
に
当
た
る
規
定
が
存
在
す
る
の
は
州
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
な
ど
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
な
お
、
身
体
的
、
精
神

的
に
労
働
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
労
働
し
な
い
人
に
対
し
て
州
政
府
が
独
自
に
援
助
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
際
に
連
邦
政

府
か
ら
の
移
転
支
出
を
用
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（　

）　

以
下
で
頻
繁
に
参
照
す
る
ス
ト
ー
カ
ー
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
研
究
も
、
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
る
。�
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（　

）　

本
段
落
と
次
段
落
で
説
明
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
補
論
で
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
以
下
の
記
述
も
参
照
の
こ
と
。�

��
�
��

�
��
�
���

２６

�
�
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�
�
�
�
������

��
��
�
��

�
��
����
�
���
�
���������
��
����

（　

）　

社
会
福
祉
政
策
の
貧
困
者
統
制
の
機
能
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
最
低
限
生
活
を
送
れ
る
だ
け
の
給
付
を
行
う
こ
と
が
時
に
は
必
要
だ
と

２７

い
う
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
般
に
は
、
福
祉
受
給
者
に
給
付
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
支
給
額
が
労
働
者
の
中
で
最
も
稼

い
で
い
な
い
人
の
賃
金
を
上
回
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
劣
等
処
遇
の
原
則
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。�
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�����
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（　

）　
「
州
以
下
の
政
府
」
と
い
う
表
現
を
す
る
の
は
、
各
州
政
府
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
方
法
が
州
ご
と
に
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
地
方
政
府
が
実

２８

質
的
な
運
営
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。

（　

）　

以
下
の
分
析
に
つ
い
て
も
、
西
山
前
掲
書
第
八
章
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２９
（　

）　

一
九
六
〇
年
代
に
農
務
省
が
策
定
し
た
節
約
食
糧
計
画
で
の
食
費
を
三
倍
し
た
金
額
が
基
準
と
し
て
、
貧
困
線
は
設
定
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
〇

３０

年
代
前
半
に
は
家
計
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
が
食
費
に
用
い
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
食
費
は
家
計
の
約
六
分
の
一
を
占
め
る
に
過
ぎ
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な
い
と
さ
れ
、
当
時
と
は
明
ら
か
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貧
困
線
の
計
算
方
式
の
原
則
的
部
分
は
変
更
さ

れ
て
い
な
い
。

（　

）　

フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
は
、
家
族
の
人
数
に
応
じ
て
食
品
の
購
入
を
補
助
す
る
た
め
に
与
え
ら
れ
る
、
全
国
一
律
の
資
産
調
査
付
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

３１

あ
る
。
要
件
を
満
た
せ
ば
必
ず
受
給
で
き
る
、
個
人
に
対
す
る
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
（
義
務
的
経
費
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
州
政

府
が
裁
量
を
き
か
せ
る
こ
と
は
制
度
的
に
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
申
請
受
付
や
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
発
行
な
ど
の
業
務
は
州
以
下
の

政
府
が
代
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
州
政
府
が
ど
の
よ
う
な
体
制
を
整
備
す
る
か
に
よ
っ
て
実
質
的
に
受
給
率
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

（　

）　

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
補
論
を
参
照
の
こ
と
。

３２
（　

）　

�
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���������
��������
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�
���

���
�����

３３
（　

）　

高
額
納
税
者
や
民
間
企
業
は
拠
点
を
移
動
す
る
の
が
比
較
的
容
易
な
の
で
、
福
祉
磁
石
効
果
の
こ
の
側
面
に
つ
い
て
は
示
唆
が
得
ら
れ
な
い
。

３４
（　

）　

�
��
�
��
�
�
����
�
�

�
��
�
����
��
����
�
���������

��������
��
��
�
��

����
��
����

３５
（　

）　

こ
の
状
況
は
、
全
米
の
各
地
で
時
間
を
問
わ
ず
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
福
祉
給
付
の
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
改
善
で
き
る
。
バ
ラ

３６

ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
は
大
統
領
選
挙
中
か
ら
、
福
祉
受
給
の
電
子
申
請
を
行
え
る
基
盤
が
全
国
的
に
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
貧
困
者
の
福
祉
受
給

率
を
引
き
下
げ
て
い
る
と
主
張
し
、
電
子
申
請
を
可
能
に
す
る
た
め
の
基
盤
を
整
え
る
こ
と
を
選
挙
公
約
に
掲
げ
て
い
た
。

（　

）　

ス
ト
ー
カ
ー
ら
も
こ
の
点
を
想
定
し
て
試
算
し
て
い
る
。
次
の
表
六
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
例
え
ば
、
最
低
賃
金
で
ハ
ー
フ
・
タ
イ
ム
の
み
就

３７

労
し
て
い
る
貧
困
者
で
、
税
控
除
と
学
校
で
の
食
事
提
供
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
み
を
う
け
て
い
る
場
合
、
収
入
と
給
付
額
を
加
え
て
も
連
邦
の
貧
困
線

の
基
準
額
の
五
七
・
三
％
に
し
か
達
し
な
い
。
一
方
で
、
最
低
賃
金
で
フ
ル
・
タ
イ
ム
で
就
労
し
て
い
る
貧
困
者
が
同
様
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
う
け

た
場
合
に
は
、
貧
困
線
に
対
し
て
一
〇
六
％
の
収
入
と
給
付
額
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
で
最
低
賃
金
を
稼
ぐ
た
め
に
は
フ
ル
・
タ
イ
ム

で
労
働
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。�
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（　

）　

Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
の
下
で
は
、
子
供
の
数
が
増
え
る
と
よ
り
多
く
の
給
付
が
な
さ
れ
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
貧
困
者

３８

は
給
付
額
の
増
大
を
目
的
と
し
て
よ
り
多
く
の
子
供
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
保
守
派
か
ら
の
批
判
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
現

在
で
は
多
く
の
州
で
、
子
供
の
数
が
一
定
数
を
超
え
る
と
福
祉
給
付
が
増
額
さ
れ
な
い
と
い
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
プ
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
場
合
、
給
付
を
得
ら
れ
る
子
供
数
の
上
限
は
二
人
で
あ
る
。�
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３９
（　

）　

基
礎
家
計
費
に
つ
い
て
は
ス
ト
ー
カ
ー
ら
の
著
作
に
も
簡
単
な
説
明
が
成
さ
れ
て

４０

い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｅ
Ｐ
Ｉ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
述
を
参
照
し
た
。�

ま
た
、
基
礎
家
計
費
に
関
す
る
著
作
（�
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����
�����
）

の
要
旨
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
閲
覧
可
能
な
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
照
し
た
。
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ま
た
、
基
礎
家
計
費
は
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
計
算
で
き
る
。
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４２
（　

）　
（
一
）
内
の
以
下
の
記
述
は
、�����

�
�����

�
�
�
���

���
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４３
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）　
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����

４４
（　

）　

こ
の
調
査
の
州
ご
と
の
結
果
は
、
表
七
・
表
八
の
よ
う
に
な
る
。

４５
（　

）　
�
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４６
　
　
　
　

ス
ト
ー
カ
ー
ら
は
、
子
供
と
共
に
「
福
祉
か
ら
就
労
へ
」
と
移
動
中
の
人
々
を

優
先
順
位
を
与
え
ら
れ
た
人
と
位
置
づ
け
て
、
彼
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
率
が
高

い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
給
は
生

涯
で
五
年
と
制
限
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
サ
ン
プ
ル
数
が
非
常
に
限
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に
福
祉
か
ら
就
労
へ
と
移
動
中
の
人
を
捉
え
る
の
は
困
難

合　計
州の
ＥＩＴＣ

住居費
補助

学校での
食事提供
プログラム

医療
補助

養育費
支援

フード・
スタンプ

ＴＡＮＦ
連邦の
ＥＩＴＣ

勤労
所得

労働時間と
プログラム
への参加率

３２，０３１１０７３，７５５５６１４，２３６６，８０８１，７６２　７３５３，８８０１０，１８７
全プログラム
受給フ

ル
・
タ
イ
ム

２０，９５４１０７　　０５６１４，２３６　　０１，９８３　　０３，８８０１０，１８７
税控除とエンタ
イトルメント

１４，７３５１０７　　０５６１　　０　　０　　０　　０３，８８０１０，１８７
制約付きの
給付を受けない

２５，３３２　６２４，８９６５６１４，２３６３，２４７２，５５５２，４６２２，２１０　５，１０３
全プログラム
受給

ハ
ー
フ
・
タ
イ
ム

１５，４６６　６２　　０５６１４，２３６　　０３，２９４　　０２，２１０　５，１０３
税控除とエンタ
イトルメント

　７，９３６　６２　　０５６１　　０　　０　　０　　０２，２１０　５，１０３
制約付きの
給付を受けない

表六　就労支援プログラムによる給付金額（ドル、就労時間、プログラム参加率に基づく分類）

（出典）　�������	
�����	�
�	�	�����	�
	����������������	�
����
����������
�
������
��������	
�����
��
�����
����������
������������	
��

����������

�	
����
��	�������

��������		
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な
の
で
、
ス
ト
ー
カ
ー
ら
は
こ
れ
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
を
受
給
し
た
こ
と
の
あ
る
人
を
福
祉
か
ら
就
労
へ
の
移
動
者
と
位
置
づ

け
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
貧
困
者
の
就
労
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
率
も
子
供
の
い
る
家
計
と
同
様
に
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
分
析
上
の

限
界
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。�����

�
�����

�
�
�
���

���
�
�����
―����
���
�
����

��������
������

（　

）　

�����
������

�
�
����

���
������

４７
（　

）　

�����

������
��
��
�
��

����
��
����　

ス
ト
ー
カ
ー
ら
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
非
常
に
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
こ

４８

と
が
、
こ
の
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
生
活
費
の
低
い
地
域
で
は
、
連
邦
政
府
か
ら
同
額
の
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
を
う
け
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
貧
困
者
家
庭
に
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
。
こ
の
調
査
で
は
州
の
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
デ
ー
タ
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、
も
し
州
の
Ｅ

Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
額
を
追
加
し
て
同
様
の
調
査
を
行
え
ば
、
積

極
的
な
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
州
と

提
供
し
て
い
な
い
州
の
差
が
縮
ま
っ
て
明
瞭
な
相
違
が

出
て
こ
な
い
可
能
性
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

（　

）　
「
底
辺
に
追
い
つ
く
た
め
の
競
争
」
と
い
う
の
は
レ
ト

４９

リ
ッ
ク
で
あ
り
、
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充
し
て
い
る

州
が
何
ら
か
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
持
っ
て
積
極
的
に

追
い
つ
く
た
め
に
競
争
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と

も
、
念
の
た
め
に
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

（　

）　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ピ
ヴ
ン
と
リ
チ
ャ
ー

５０

ド
・
ク
ロ
ワ
ー
ド
は
、
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
政
策
は
貧
困

者
を
統
制
す
る
た
め
に
導
入
、
活
用
さ
れ
て
き
た
と
述

べ
、
社
会
福
祉
の
主
要
機
能
は
社
会
統
制
の
維
持
だ
と

論
じ
て
い
る
。�

����
�
�
��
�
���
�

�
����
��
��
��
�
���
���������

�������

（　

）　

今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
福
祉
国
家
で
は
、
政
府
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

５１

と
の
委
託
契
約
が
福
祉
サ
ー
ヴ
ィ
ス
提
供
に
お
い
て
重

全家計

下位の州上位の州

オハイオ� ６８．６
ニュー・ハンプシャー� ６８．４
アリゾナ� ６７．３
キャンザス� ６６．５
インディアナ� ６６．４
コロラド� ６５．７
ネブラスカ� ６５．７
デラウェア� ６４．８
ワイオミング� ６４．６
メリーランド� ６３．０

ウェスト・ヴァジニア� ８２．５
ミシシッピ� ７９．３
ニューヨーク� ７９．１
ヴァモント� ７８．２
アラバマ� ７８．１
ニュー・メキシコ� ７８．０
アーカンソー� ７７．９
カリフォルニア� ７６．９
テキサス� ７６．７
マサチューセッツ� ７６．５

子供のいる家計

下位の州上位の州

ネヴァダ� ８５．４
デラウェア� ８５．４
ユタ� ８５．２
ペンシルヴェニア� ８４．９
サウス・ダコタ� ８４．６
ニュー・ハンプシャー� ８４．３
ハワイ� ８４．０
ヴァジニア� ８３．９
コロラド� ８３．７
ワイオミング� ８３．４
インディアナ� ８３．０

ニュー・メキシコ� ９６．８
ウェスト・ヴァジニア� ９６．４
ミシシッピ� ９５．８
ワシントンＤＣ� ９５．２
モンタナ� ９５．２
マサチューセッツ� ９４．３
ルイジアナ� ９４．２
アラバマ� ９４．１
コネティカット� ９３．４
オクラホマ� ９３．０
テネシー� ９３．０

表七　就労支援プログラムへの参加率（％）
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要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本

語
で
も
、
木
下
前
掲
書
が
説
得
的
に
説
明
し
て
く
れ
て
い

る
。

（　

）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
西
山
前
掲
書
第
六
章
も
参
照
の
こ

５２

と
。

（　

）　
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５３
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）　

レ
ス
タ
ー
・
Ｍ
・
サ
ラ
モ
ン
『
米
国
の
「
非
営
利
セ
ク
タ

５４

ー
」
入
門
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
九
四
年
）、�

六
一

―
六
五
頁
。
な
お
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
一
九
六
〇
年
代
に
は
政
府

支
出
で
は
な
く
民
間
か
ら
の
資
金
を
主
た
る
財
源
と
し
て

い
た
。

（　

）　
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�����
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な
お
、
社
会
福
祉
に
関
与
す
る
営
利
団
体
は
、
メ
ン
タ
ル
・
ケ
ア
や
薬
物
依
存
治
療
な
ど
の
分
野
を
中
心

５７

に
活
動
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（　

）　

社
会
問
題
の
根
底
に
潜
む
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
と
、
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
資
源
を
分
配
す
る
こ
と
は
、
常
に
両
立
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

５８

基
本
的
な
志
向
と
し
て
は
社
会
問
題
の
根
底
に
潜
む
問
題
の
解
決
を
志
す
も
の
の
、
実
際
の
活
動
と
し
て
は
、
資
金
等
の
制
約
を
抱
え
る
中
で
貧

困
者
の
緊
急
の
物
質
的
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
今
日
、
政
府
機
関
が
就
労
支
援
活
動
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

全家計

下位の州上位の州

ウィスコンシン� １８．３
ユタ� １８．２
メリーランド� １７．９
ニュー・ハンプシャー� １７．８
ヴァジニア� １７．１
アリゾナ� １６．７
インディアナ� １６．０
ワイオミング� １５．６
コロラド� １３．５
ネヴァダ� １０．６

ミシシッピ� ３３．２
アーカンソー� ３２．５
マサチューセッツ� ３２．３
アラバマ� ３０．９
ウェスト・ヴァジニア� ３０．０
ノース・ダコタ� ２９．３
テネシー� ２９．２
ヴァモント� ２９．１
アイダホ� ２９．０
ケンタッキー� ２８．２

子供のいる家計

下位の州上位の州

ウィスコンシン� ２６．９
ニュージャージー� ２６．７
ユタ� ２５．４
ニュー・ハンプシャー� ２５．２
アリゾナ� ２５．１
ヴァジニア� ２５．０
ワイオミング� ２２．８
インディアナ� ２２．７
コロラド� ２１．７
ネヴァダ� １４．６

ワシントンＤＣ� ５２．４
マサチューセッツ� ４６．８
ミシシッピ� ４６．７
アーカンソー� ４５．８
テネシー� ４３．７
アラバマ� ４３．５
メイン� ４３．３
ルイジアナ� ４２．８
ノース・ダコタ� ４２．６
ニュー・メキシコ� ４１．８

表八　三つ以上の就労支援プログラムへの参加率（％）

（出典）　�������	
�����	�
�	�	�����	�
	����������������	�
��������	�
��
��������	����������������������	
������
�����

��������������	
��

����������

�	
����
��	��������	
����

��������	�
��	



アメリカの対貧困者政策

（甲南法学’�０９）５０―１―６１（� ）６１

く
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
物
質
的
支
援
よ
り
も
、
薬
物
依
存
克
服
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
就
労
に
つ
な
が
り
う
る
支
援
を
重
視
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
大
規
模
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
が
小
規
模
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
よ
り
も
政
府
の
資
金
に
依
存
す
る
度
合
い
が
高
い
。�
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こ
の
傾
向
は
、
連
邦
政
府
か
ら
州
以
下
の
政
府
に
一
括
補
助
金
と
し
て
給
付
さ
れ
た
場
合
、
よ
り
強
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。�
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以
下
の
記
述
に
つ
い
て
は
、�
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）　

ア
ラ
ー
ド
は
、
貧
困
率
が
一
〇
％
以
下
の
地
域
を
貧
困
率
の
低
い
地
域
、
一
一
―
二
〇
％
の
地
域
を
中
程
度
の
地
域
、
二
一
―
四
〇
％
の
地
域
を

６４

高
い
地
域
、
そ
れ
以
上
の
地
域
を
極
度
に
貧
困
率
の
高
い
地
域
と
し
て
区
別
し
て
い
る
。�����
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貧
困
率
が
四
〇
％
を
超
え
る
地
域
に
居
住
す
る
人
の
数
は
一
九
九
〇
年
代
に
二
四
％
（
二
五
〇
万
人
）
減
少
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
中
西
部
と
南

６７

部
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
地
域
で
減
少
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
地
域
に
居
住
す
る
黒
人
の
割
合
は
一
九
九
〇
年
に
三
〇
％
だ

っ
た
の
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
九
％
に
低
下
し
て
い
る
。�����
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（　

）　

一
九
九
九
年
に
は
都
市
と
郊
外
に
ほ
ぼ
同
程
度
の
貧
困
者
が
居
住
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
は
郊
外
に
居
住
す
る
貧
困
者
は
都
市
に
居
住
す

６８

る
人
よ
り
も
一
〇
〇
万
人
以
上
多
い
。
同
時
期
に
お
け
る
貧
困
率
の
上
昇
は
主
に
中
西
部
と
南
部
に
お
い
て
み
ら
れ
、
西
部
や
北
東
部
で
は
あ
ま

り
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。�
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�
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�
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�
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�
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�����������������

�
�
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���������
��
�
��
�
������������

（　

）　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
と
は
、
信
用
度
の
高
い
優
良
顧
客
（
プ
ラ
イ
ム
）
よ
り
も
信
用
度
の
点
で
劣
る
顧
客
（
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
）
向
け
に
設
定

６９

さ
れ
た
ロ
ー
ン
で
あ
り
、
過
去
に
延
滞
の
履
歴
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
信
用
リ
ス
ク
の
高
い
顧
客
な
ど
が
対
象
と
な
る
。
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー

ン
は
自
動
車
を
対
象
と
し
た
も
の
な
ど
多
様
だ
が
、
今
日
、
主
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
住
宅
を
担
保
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
社
会
的
に
成
功

し
た
人
々
が
郊
外
に
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
貧
困
者
の
間
で
も
住
宅
購
入
熱
は

高
か
っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
社
会
の
構
想
を
提
示
し
た
こ
と
も
あ
り
、
二
一
世
紀
の
初
頭
に
住
宅
購
買
熱
が
急
激
に
高
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

問
題
を
複
雑
に
し
た
の
は
、
現
金
払
い
が
一
般
的
な
日
本
と
異
な
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ロ
ー
ン
の
返
済
が
顧
客
の
信
頼
を
判
断
す
る
上
で
重
要

と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
移
民
国
家
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
金
融
機
関
が
人
種
な
ど
に
基
づ
い
て
融
資
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
の
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
返
済
履
歴
な
ど
に
基
づ
い
て
個
人
の
信
用
力
を
数
値
化
し
、
リ
ス
ク
に
応
じ
た
金
利
を
設
定
す
る
手
法
が
発

達
し
た
。
そ
れ
故
、
低
所
得
者
で
も
所
得
に
見
合
っ
た
債
務
を
負
っ
て
返
済
し
て
い
る
場
合
は
プ
ラ
イ
ム
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
高
所
得
者
で
も
カ

ー
ド
の
延
滞
を
頻
繁
に
起
こ
し
て
い
る
場
合
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
と
評
価
さ
れ
る
（
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
が
「
低
所
得
者
向
け
ロ
ー
ン
」
と
説

明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
正
確
で
な
い
）。

　
　
　
　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
が
や
っ
か
い
な
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
金
利
の
高
い
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
を
用
い
て
住
宅
を
購
入
し
て
も
、
住
宅
バ

ブ
ル
に
伴
う
住
宅
価
格
の
値
上
が
り
を
基
礎
と
し
て
数
年
間
返
済
を
続
け
れ
ば
、
近
い
将
来
プ
ラ
イ
ム
の
低
金
利
ロ
ー
ン
に
借
り
換
え
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
と
期
待
し
た
移
民
や
、
そ
の
期
待
を
あ
お
っ
た
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
期
待
は
住
宅
価
格
が
低
下
し
始
め
る

と
も
ろ
く
も
崩
れ
、
こ
の
問
題
は
と
り
わ
け
郊
外
に
新
た
に
住
居
を
購
入
し
た
人
々
の
間
で
顕
著
に
な
っ
た
。

　
　
　
　

具
体
的
に
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
と
他
の
分
野
の
債
権
を
組
み
合
わ
せ
て
証
券
に
変
え
て
金
融
機
関
に
売
却
す
る
、
そ
の
金
融
機
関
は
さ
ら
に
別
の

債
権
を
組
み
合
わ
せ
た
証
券
を
新
た
に
作
っ
て
売
却
す
る
と
い
う
手
法
が
用
い
ら
れ
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
は
世
界
に
拡
散
し
た
。
こ
の
よ

う
な
証
券
化
に
は
、
現
資
産
を
保
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
リ
ス
ク
を
投
資
家
に
移
転
し
て
効
率
的
な
資
金
運
用
を
行
え
る
、
ま
た
投
資
家

に
と
っ
て
も
リ
ス
ク
選
好
に
応
じ
た
利
回
り
の
高
い
商
品
へ
の
投
資
機
会
が
発
生
す
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
た
だ
し
、
投
資
家
が
独
自
に
リ
ス

ク
を
判
断
す
る
の
は
困
難
な
の
で
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
リ
ス
ク
を
判
断
す
る
の
が
格
付
け
会
社
で
あ
る
。
格
付
け
会
社
が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
関
連
の

証
券
に
Ａ
Ａ
Ａ
の
評
価
を
つ
け
た
こ
と
も
あ
り
、
世
界
中
の
投
資
家
が
莫
大
な
資
金
を
投
入
し
た
。
か
く
し
て
、
リ
ス
ク
を
分
散
さ
せ
る
た
め
に
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行
わ
れ
た
証
券
化
が
、
リ
ス
ク
の
所
在
と
規
模
の
把
握
を
困
難
に
し
、
金
融
不
安
を
世
界
的
に
拡
大
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
倉
橋
透
／
小
林
正
宏
『
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
の
正
し
い
考
え
方
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
八

年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（　

）　
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����

７２
（　

）　

ア
ラ
ー
ド
は
Ｆ
Ｂ
Ｏ
の
う
ち
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
提
供
に
際
し
て
祈
り
や
宗
教
的
観
点
を
頻
繁
に
強
調
す
る
も
の
を�����

���
��������

�
�
�
�
��
����

�
����
���
��������
��
�
�
�
��
����

、
あ

７３

ま
り
強
調
し
な
い
も
の
を�����
�����

��
���
�
�
�
�
��
����

�
����
�����
��
���
��
�
�
�
��
����

と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
る
。
こ
こ
で
説
明
し
て
い
る
の
は
、�����

���
��������

�
����
���
��������

な
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
こ
と
で
あ
る
。�����

�
�����

�
�
�
����

���

���
�
����������
―����

����

（　

）　

こ
こ
で
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
は
「
政
教
分
離
」
と
い
う
概
念
の
持
つ
意
味
合
い
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

７４

合
衆
国
憲
法
の
修
正
第
一
条
は
、「
連
邦
議
会
は
、
国
教
の
樹
立
を
規
定
し
、
も
し
く
は
信
教
上
の
自
由
な
行
為
を
禁
止
す
る
法
律
…
…
を
制
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
訳
出
は
、
斎
藤
眞
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
」
宮
沢
俊
義
編
『
世

界
憲
法
集
』
第
四
版
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
っ
た
。

　
　
　
　

ア
メ
リ
カ
の
宗
教
と
政
治
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
比
較
的
最
近
に
発
表
さ
れ
た
も
の
と
し
て
さ
し
あ
た
り
以
下
の
文
献
を
参
照

の
こ
と
。
森
孝
一
『
宗
教
か
ら
読
む
「
ア
メ
リ
カ
」』（
講
談
社
、
一
九
九
六
年
）、
森
本
あ
ん
り
『
ア
メ
リ
カ
・
キ
リ
ス
ト
教
史
―
理
念
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
た
国
の
軌
跡
』（
信
教
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
蓮
見
博
昭
『
宗
教
に
揺
れ
る
ア
メ
リ
カ
―
民
主
政
治
の
背
後
に
あ
る
も
の
』（
日
本
評

論
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
飯
山
雅
史
『
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
右
派
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
上
坂
昇
『
神
の
国
ア
メ
リ
カ
の
論
理
―
宗
教

右
派
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
支
援
、
中
絶
・
同
性
結
婚
の
否
認
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）、
河
野
博
子
『
ア
メ
リ
カ
の
原
理
主
義
』（
集
英
社
、
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二
〇
〇
六
年
）、
ス
ー
ザ
ン
・
ジ
ョ
ー
ジ
（
森
田
成
也
／
大
家
定
晴
／
中
村
好
孝
訳
）『
ア
メ
リ
カ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
・
新
保
守
主
義
に
、

い
か
に
乗
っ
取
ら
れ
た
の
か
』（
作
品
社
、
二
〇
〇
八
年
）。

（　

）　

チ
ャ
リ
タ
ブ
ル
・
チ
ョ
イ
ス
に
つ
い
て
は
日
本
語
で
も
木
下
前
掲
書
第
二
章
が
優
れ
た
概
観
を
与
え
て
く
れ
る
。

７５
（　

）　

た
だ
し
、
チ
ャ
リ
タ
ブ
ル
・
チ
ョ
イ
ス
は
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
提
供
に
際
し
て
、
宗
教
に
基
づ
い
て
差
別
を
し
た
り
、
受
給
者
に
信
仰
を
強
制
す
る

７６

こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
ま
た
、
連
邦
資
金
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
関
係
な
い
宗
教
活
動
に
当
て
る
こ
と
も
禁
止
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
各
州
は
、

援
助
を
求
め
る
者
が
Ｆ
Ｂ
Ｏ
以
外
か
ら
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
提
供
を
望
む
場
合
に
は
、
Ｆ
Ｂ
Ｏ
以
外
の
選
択
肢
を
用
意
す
る
こ
と
も
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。

（　

）　

思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
に
つ
い
て
は
、
新
田
紀
子
「
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
―
そ
の
政
治
的
・
政
策
的
意
味
」
久
保
文
明
『
Ｇ
・
Ｗ
・

７７

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
と
ア
メ
リ
カ
の
保
守
勢
力
―
共
和
党
の
分
析
』（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
）。

（　

）　
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な
お
、
デ
ィ
ウ
リ
オ
は
福
祉
に
加
え

７８

て
犯
罪
問
題
に
関
す
る
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
彼
は
二
〇
〇
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
ゴ
ア
に
投
票
し
た
民
主
党
支
持
者
だ
が
、
彼
の
研
究

は
し
ば
し
ば
保
守
的
だ
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｑ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
共
に
著
し
た
ア
メ
リ
カ
政
治
に
関
す
る
著
名

な
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
か
ら
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。��
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デ
ィ
ウ
リ
オ
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
対
す
る
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
尽
力
し
、
民
主
党
の
ジ
ョ
セ
フ
・
リ
ー
バ
ー
マ
ン
上

院
議
員
ら
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
宗
教
保
守
派
か
ら
は
世
俗
主
義
者
と
し
て
強
い
批
判
を
浴
び
た
。
彼
は
早
く
も
二
〇
〇
一
年
八

月
に
辞
職
し
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
こ
の
問
題
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（　

）　

そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
以
外
の
宗
教
団
体
（
例
え
ば
イ
ス
ラ
ム
教
や
仏
教
、
新
興
宗
教
）
な
ど
に
連
邦
の
資
金
が
流
れ
る
こ

７９

と
に
対
す
る
反
発
や
、
Ｆ
Ｂ
Ｏ
の
世
俗
化
の
恐
れ
と
政
府
に
よ
る
介
入
を
阻
止
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
、
チ
ャ



アメリカの対貧困者政策

（甲南法学’�０９）５０―１―６５（� ）６５

リ
タ
ブ
ル
・
チ
ョ
イ
ス
を
拡
大
す
る
よ
り
も
、
宗
教
団
体
に
対
す
る
寄
付
控
除
を
拡
大
す
る
こ
と
で
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
増
大
さ
せ
る
こ

と
の
方
が
重
要
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（　

）　

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
を
実
践
す
る
上
で
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
と
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ

８０

は
致
命
的
な
傷
を
与
え
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
今
日
で
こ
そ
戦
時
大
統
領
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
二
〇
〇
〇
年
の
大
統
領
選
挙

で
当
選
し
た
当
時
は
、
内
政
を
重
視
す
る
大
統
領
と
評
さ
れ
て
い
た
。
同
時
多
発
テ
ロ
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
優
先
順
位
を
変
化
さ
せ
る
と
共
に
、

彼
の
イ
メ
ー
ジ
を
戦
時
大
統
領
へ
と
変
化
さ
せ
た
。
ま
た
、
カ
ト
リ
ー
ナ
の
発
生
直
後
は
「
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
」
を
ま
さ
に
体
現
す
べ

き
時
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
十
分
な
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
の
理
念
は
崩
れ

た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

な
お
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
と
ア
メ
リ
カ
の
貧
困
問
題
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
書
物
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
マ
イ
ケ

ル
・
エ
リ
ッ
ク
・
ダ
イ
ソ
ン
（
藤
永
康
政
訳
）『
カ
ト
リ
ー
ナ
が
洗
い
流
せ
な
か
っ
た
貧
困
の
ア
メ
リ
カ
―
格
差
社
会
で
起
き
た
最
悪
の
災
害
』

（
ブ
ル
ー
ス
・
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
ズ
、
二
〇
〇
八
年
）。

（　

）　

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
二
〇
〇
九
年
二
月
五
日
の
プ
レ
ス
・
リ
リ
ー
ス
を
参
照
。��
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（　

）　

ス
ト
ー
カ
ー
ら
の
調
査
は
、
北
東
部
が
独
自
に
社
会
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充
す
る
傾
向
が
あ
る
一
方
で
、
南
部
や
西
部
は
州
政
府
が
社
会
福
祉

８２

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充
し
な
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
地
域
に
よ
り
社
会
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
度
合
い
が
異
な
る
こ
と
は
、

地
理
的
な
拠
点
を
大
き
く
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
貧
困
者
が
近
距
離
の
移
住
を
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
低
下
さ
せ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
地
理
的
拠
点
を
大
き
く
移
動
す
る
こ
と
が
比
較
的
容
易
な
民
間
企
業
な
ど
が
ど
の
よ
う
な
動
き
を
示
す
か
に
つ
い
て
は
直

接
的
な
示
唆
を
与
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　

ま
た
、
本
文
中
で
は
述
べ
な
か
っ
た
が
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
や
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
な
ど
で
は
、
州
が
独
自
に
州
民
皆
医
療
保
険
を
制
度
化

す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
州
民
皆
保
険
制
度
は
州
の
民
間
企
業
の
税
負
担
を
上
昇
さ
せ
る
た
め
、
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
ら
の
議
論
に
則
れ
ば
州
の

政
治
家
に
は
そ
れ
を
導
入
す
る
政
治
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
は
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
政
策
革
新
が
ど
の
よ
う
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
達
成
さ
れ
た
の
か
を
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
の
議
論
と
の
関
連
で
検
討
す
る
こ
と
が
、
今
後
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
両
州
で
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政
策
革
新
が
達
成
さ
れ
た
の
が
、
ミ
ッ
ト
・
ロ
ム
ニ
ー
と
マ
イ
ク
・
ハ
ッ
カ
ビ
ー
と
い
う
、
二
〇
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙
で
共
和
党
の
大
統
領
候

補
と
な
っ
た
州
知
事
の
下
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
福
祉
政
策
の
発
展
の
歴
史
を
考
え
る
と
、
転
機
と
な
っ
た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
と
一
九
九
六
年
の
改
革
の
い

ず
れ
も
が
、
先
進
的
な
州
政
府
の
試
み
を
連
邦
政
府
が
取
り
込
む
形
で
の
政
策
革
新
が
成
さ
れ
て
い
る
。
大
統
領
の
権
力
が
大
き
く
制
約
さ
れ
て

い
る
連
邦
政
府
と
は
違
い
、
州
以
下
の
政
府
で
は
行
政
府
の
長
が
大
き
な
権
力
を
持
つ
こ
と
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
州
や
地
方
政
府
で
は
政
策
革

新
が
達
成
さ
れ
や
す
い
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
州
や
地
方
政
府
は
財
源
の
多
く
を
自
主
的
に
確
保
し
運
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、
提
出
さ
れ
た

政
策
案
が
単
な
る
絵
に
描
い
た
餅
で
は
な
く
、
実
現
可
能
性
の
証
明
さ
れ
た
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
い
う
点
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
要
因
が
重
な
っ
て
い
る
結
果
と
し
て
、
諸
外
国
と
比
べ
て
も
ア
メ
リ
カ
で
は
、
州
以
下
の
政
府
が
い
わ
ば
民
主
主
義
の
実
験
場
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
州
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
政
策
革
新
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
単
に
州
の
政
治
を
理
解
す
る
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
後
の
連
邦
レ

ヴ
ェ
ル
で
の
政
策
革
新
の
可
能
性
を
探
る
上
で
も
重
要
な
の
で
あ
る
。

（　

）　

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
貧
困
者
は
ど
こ
に
居
住
す
れ
ば
生
活
水
準
を
向
上
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
ス
ト
ー
カ
ー
の
議
論
と
ア
ラ
ー
ド
の
議

８３

論
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
生
活
費
が
相
対
的
に
低
い
小
都
市
や
郊
外
に
住
め
ば
、
最
低
賃
金
で
フ
ル
・
タ
イ
ム
で
働
く
人
の
生
活
は
相
対
的
に
容

易
に
な
る
が
、
職
を
失
っ
て
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
利
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
態
に
陥
る
と
、
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
提
供
者
数
が
限
ら
れ
る
し
、
社

会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
提
供
者
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
に
な
る
。
一
方
、
生
活
費
が
相
対
的
に
高
い
都
市
に
住
め
ば
、
最
低
賃
金
で
フ
ル
・
タ
イ
ム
で
働

き
つ
つ
政
府
か
ら
の
支
給
を
全
て
受
け
た
と
し
て
も
そ
の
収
入
だ
け
で
生
活
す
る
の
は
困
難
だ
が
、
社
会
サ
ー
ヴ
ィ
ス
や
食
糧
配
給
を
受
け
る
の

は
相
対
的
に
容
易
に
な
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
ア
メ
リ
カ
で
ど
こ
に
居
住
す
る
の
が
よ
い
の
か
を
考
え
る
上
で
、
ジ
レ
ン
マ
を
突
き
つ
け
て
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（　

）　

二
〇
〇
九
年
六
月
一
二
日
か
ら
一
六
日
に
か
け
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
と
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、

８４

八
五
％
の
人
が
ア
メ
リ
カ
の
医
療
保
険
シ
ス
テ
ム
を
根
本
的
に
変
革
す
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
全
国
民
が
医
療
保
険
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合
は
、
お
よ
そ
六
四
％
で
あ
る
。
ま
た
、
七
二
％
が
、
民
間
保
険
と
競
合
し
て
政
府
が
保
険
プ
ラ
ン
を
運
営
す
る
こ

と
を
支
持
し
て
お
り
、
そ
れ
に
反
対
し
て
い
る
の
は
二
〇
％
に
過
ぎ
な
い
。
政
府
が
医
療
保
険
を
運
営
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

民
主
党
支
持
者
の
九
割
、
支
持
政
党
を
持
た
な
い
人
の
七
五
％
、
共
和
党
支
持
者
の
約
半
数
が
支
持
し
て
お
り
、
超
党
派
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

で
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
で
医
療
保
険
改
革
を
可
能
に
す
る
た
め
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
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と
を
一
面
で
は
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
七
七
％
も
の
人
が
自
ら
の
医
療
に
つ
い
て
満
足
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
全
体
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
改
革
が
必
要
だ
と
考
え
て
は
い
て
も
、
自
ら
に
関
し
て
は
現
状
に
不
満
が
な
い
た

め
に
、
自
ら
の
経
済
的
負
担
（
税
負
担
）
が
増
大
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
改
革
案
に
反
対
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
今
後
の
議
論
の
な
さ

れ
方
に
よ
っ
て
は
、
世
論
の
現
状
維
持
的
傾
向
が
強
調
さ
れ
て
改
革
が
失
敗
す
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。�
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先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
民
間
医
療
保
険
の
普
及
率
が
高
い
ア
メ
リ
カ
で
公
的
な
国
民
皆
医
療
保
険
制
度
を
導
入
す
る
の
は
政
治
的
に
極
め
て
困

難
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
は
、
議
会
や
各
種
利
益
集
団
と
の
高
度
な
調
整
が
必
要
と
な
る
。
オ
バ
マ
政
権
の
医
療
保
険
改
革
の
全

貌
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
政
府
が
医
療
保
険
の
分
野
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
つ
い
て
、
民
間
医
療
保
険
業
界
も
ア

メ
リ
カ
医
師
会
Ａ
Ｍ
Ａ
も
反
対
の
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
政
府
に
よ
る
医
療
保
険
が
加
わ
っ
た
場
合
に

は
医
療
保
険
が
よ
り
競
争
的
に
な
っ
て
民
間
保
険
会
社
が
よ
り
規
律
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
民
間
医
療
保
険
市

場
の
基
盤
が
崩
さ
れ
る
と
考
え
る
の
は
論
理
的
で
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
医
師
会
に
対
し
て
も
、
そ
の
不
安
を
取
り
去
る
よ
う
、
対
話

を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。�
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オ
バ
マ
政
権
は
、
議
会
対
策
や
利
益
集
団
と
の
調
整
を
行
う
役
割
を
ト
マ
ス
・
Ａ
・
ダ
シ
ュ
ル
元
上
院
院
内
総
務
に
委
ね
る
計
画
だ
っ
た
が
、

納
税
漏
れ
発
覚
に
伴
っ
て
ダ
シ
ュ
ル
は
医
療
保
険
制
度
を
扱
う
厚
生
長
官
へ
の
指
名
を
辞
退
し
、
キ
ャ
ン
ザ
ス
州
知
事
の
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
セ
ベ

リ
ウ
ス
が
指
名
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
セ
ベ
リ
ウ
ス
は
州
の
保
険
局
長
も
経
験
し
て
い
て
民
間
保
険
会
社
の
信
任
も
厚
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、

ダ
シ
ュ
ル
ほ
ど
の
法
案
理
解
・
作
成
能
力
、
議
員
と
の
交
渉
能
力
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
医
療
改
革
チ

ー
ム
の
長
に
は
、
テ
ネ
シ
ー
州
厚
生
省
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
期
の
連
邦
医
療
財
政
管
理
局
局
長
を
経
験
し
、
大
手
医
療
関
連

企
業
取
締
役
を
務
め
て
い
た
ナ
ン
シ
ー
・
ア
ン
・
ド
パ
ー
ル
が
就
任
し
て
い
る
。
ド
パ
ー
ル
と
セ
ベ
リ
ウ
ス
の
役
割
分
担
、
す
な
わ
ち
、
改
革
の

た
め
の
道
筋
を
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
主
導
で
決
定
す
る
か
厚
生
省
主
導
で
決
定
す
る
か
も
大
き
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。�
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な
お
、
医
療
保
険
制
度
導
入
に
つ
い
て
の
オ
バ
マ
政
権
の
戦
略
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
と
は
大
き
く
異
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ク
リ
ン
ト

ン
政
権
は
、
議
会
の
メ
ン
バ
ー
を
交
え
ず
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
主
導
で
詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
、
議
会
の
反
発
を
招
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、

オ
バ
マ
政
権
は
、
議
会
に
詳
細
を
詰
め
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
議
会
を
巻
き
込
む
形
で
の
法
案
化
を
目
指
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
実
際
、

下
院
で
は
教
育
・
労
働
委
員
会
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ミ
ラ
ー
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
商
業
委
員
会
の
ヘ
ン
リ
ー
・
Ａ
・
ワ
ッ
ク
ス
マ
ン
、
歳
入
委
員
会
の
チ
ャ

ー
ル
ズ
・
Ｂ
・
ラ
ン
ジ
ェ
ル
の
三
委
員
長
が
、
そ
れ
ら
主
要
三
委
員
会
で
ほ
ぼ
同
内
容
の
法
案
を
出
す
こ
と
を
二
〇
〇
九
年
三
月
の
時
点
で
表
明

し
て
お
り
、
実
際
に
六
月
に
は
法
案
の
骨
格
に
つ
い
て
合
意
に
達
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
院
財
務
委
員
会
の
マ
ッ
ク
ス
・
ボ
ー
カ

ス
委
員
長
や
上
院
の
各
種
委
員
会
の
長
を
務
め
た
経
験
が
あ
り
、
国
民
的
支
持
が
高
く
政
治
家
の
中
で
も
信
頼
の
厚
い
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｍ
・
ケ
ネ

デ
ィ
が
上
院
で
の
法
案
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
下
院
と
調
整
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
お
り
、
上
院
も
下
院
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
と
予
想
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
悪
性
脳
腫
瘍
の
治
療
の
た
め
に
上
院
の
委
員
会
で
の
審
議
が
滞
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
医
療
保
険
改
革
の
実
現

に
と
っ
て
障
害
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
上
院
の
中
で
最
も
リ
ベ
ラ
ル
な
議
員
で
あ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
共
和

党
議
員
と
信
頼
関
係
を
築
い
た
優
れ
た
調
整
役
で
も
あ
る
。
彼
が
医
療
保
険
改
革
の
キ
ー
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
に
、
医
療
保
険
改
革
の
成
否
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。�
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ち
な
み
に
、
国
民
皆
医
療
保
険
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
当
初
予
想
さ
れ
て
い
た
よ
り
も
多
く
の
予
算
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
徐
々
に
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
経
済
状
況
が
悪
化
し
膨
大
な
財
政
赤
字
を
抱
え
て
い
る
今
日
、
こ
の
問
題
が
改
革
の
行
方
を
大
き
く
左
右
す
る
可
能
性
も
あ

る
た
め
、
オ
バ
マ
大
統
領
も
民
主
党
議
会
も
、
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
大
き
な
努
力
を
払
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
オ
バ
マ
政
権
が
最
近
、
医
療

費
の
地
域
間
格
差
に
着
目
し
、
医
療
費
の
高
い
地
域
を
無
駄
が
多
い
と
批
判
す
る
一
方
で
、
医
療
費
の
低
い
地
域
に
全
米
が
倣
え
ば
ア
メ
リ
カ
の

医
療
費
は
大
幅
に
抑
制
で
き
る
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
医
療
費
の
格
差
は
地
域
住
民
の
健

康
状
態
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
オ
バ
マ
政
権
は
そ
の
よ
う
な
点
を
勘
案
し
て
も
、
医
療
費
の
無
駄
を
削
減
で
き
る
は
ず
だ

と
主
張
し
て
い
る
。�
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安
井
明
彦
「
オ
バ
マ
政
権
の
医
療
制
度
改
革
と
医
療
費
の
地
域
格
差
」
東
京
財
団
『
ア
メ
リ
カ
Ｎ
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三
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民
間
医
療
保
険
が
普
及
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
公
的
な
医
療
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
民
間
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
々
が
そ
れ
を
失
っ
て
公
的
な
医
療
保
険
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
が
発
生
す
る
時
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。
今
日

が
そ
の
状
況
に
当
た
る
か
ど
う
か
は
さ
て
お
く
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
時
期
に
ど
の
よ
う
な
内
容
の
法
案
を
提
出
で
き
る
か
が
見
所
と
な
る
だ

ろ
う
。

（　

）　

ア
メ
リ
カ
の
対
貧
困
者
政
策
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
進
歩
セ
ン
タ
ー
や
公
民
権
に
関
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
協
議
会
、
ア
メ
リ
カ
最
大
の
コ
ミ

８５

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
あ
る
エ
イ
コ
ン
、
人
々
の
ニ
ー
ズ
を
実
現
す
る
た
め
の
連
合
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
十
年
間
で
貧
困
を
半
分
に
し
よ
う
（
ハ

ー
フ
・
イ
ン
・
テ
ン
）
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
て
い
る
。
そ
の
四
つ
の
主
要
原
則
は
、
尊
厳
あ
る
仕
事
の
普
及
、
全
て
の
人
に
機
会
を

提
供
す
る
、
経
済
的
な
安
全
を
保
証
す
る
、
富
を
築
く
こ
と
を
助
け
る
、
で
あ
る
（
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
の
こ
と
。
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オ
バ
マ
大
統
領
は
国
民
政
策
審
議
会
の
長
に
、
ア
メ
リ
カ
進
歩
セ
ン
タ
ー
の
役
員
を
務
め
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
際
に
信
仰
と
進
歩
的
政
策
を

進
め
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
主
導
し
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
・
バ
ー
ン
ズ
を
指
名
し
た
。
バ
ー
ン
ズ
は
ハ
ー
フ
・
イ
ン
・
テ
ン
の
目
標
に
深
く
関
与
す
る

こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
チ
ャ
リ
タ
ブ
ル
・
チ
ョ
イ
ス
の
拡
充
を
含
む
対
貧
困
者
政
策
の
拡
充
が
成
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
と
は
い

え
、
抜
本
的
な
改
革
が
行
わ
れ
る
可
能
性
は
あ
ま
り
高
く
な
い
だ
ろ
う
。

（　

）　

プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
時
に
採
用
さ
れ
る
手
法
と
し
て
、
ス
ト
ー
カ
ー
ら
に
従
っ
て
、
政
府
に
よ
る
実
施
、
補
助
金
、
バ
ウ
チ
ャ
ー
、
税
支
出
、
社
会

８６

規
制
、
経
済
規
制
の
六
つ
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
六
つ
の
手
法
は
相
互
に
排
他
的
で
は
な
く
、
併
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
以
下
で
行

う
簡
単
な
説
明
は
、
そ
れ
ら
の
手
法
に
関
す
る
一
般
的
な
定
義
や
特
徴
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
念
頭
に

置
い
た
解
説
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　

政
府
に
よ
る
実
施
と
は
、
就
労
支
援
給
付
を
提
供
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
行
動
を
規
制
す
る
た
め
に
、
政
府
職
員
が
行
う
活
動
を
意
味
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
規
則
に
従
わ
せ
る
た
め
に
強
制
力
を
発
動
す
る
の
に
最
も
適
し
た
手
法
で
あ
り
、
福
祉
給
付
を
受
け
る
た
め
の
条

件
を
満
た
さ
せ
る
（
例
え
ば
労
働
の
義
務
を
果
た
さ
せ
る
）
場
合
な
ど
に
効
果
的
に
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
政
府
職
員
と
受
給
者
が
直
接

対
峙
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
揉
め
事
が
発
生
し
た
り
、
ス
テ
ィ
グ
マ
を
付
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
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補
助
金
と
は
、
連
邦
政
府
が
、
州
や
地
方
政
府
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
対
し
て
、
労
働
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
資
源
を
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。
補
助
金
は
一
般
に
、
使
途
が
定
め
ら
れ
た
使
途
別
補
助
金
と
、
使
途
を
明
確
に
指
定
し
な
い
一
括
補
助
金
の
二
つ
に
分
け

ら
れ
る
が
、
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
使
途
別
補
助
金
の
形
態
を
と
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
や
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
、
学
校
で

の
食
事
提
供
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
は
個
人
に
対
す
る
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
に
財
政
上
の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
な

い
の
に
対
し
て
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｆ
な
ど
は
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
補
助
金
給
付
の
条
件
と
し
て
、
州
以
下
の
政
府
が
マ
ッ
チ
ン
グ
・
フ
ァ

ン
ド
（
対
応
分
担
金
）
を
要
求
さ
れ
た
り
、
現
状
の
財
政
支
出
を
引
き
下
げ
な
い
よ
う
求
め
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。
連
邦
政
府
は
補
助
金

を
与
え
た
組
織
の
活
動
を
監
視
す
る
た
め
、
州
以
下
の
政
府
の
活
動
に
制
約
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　
　
　
　

バ
ウ
チ
ャ
ー
と
は
、
就
労
貧
困
者
が
物
や
サ
ー
ヴ
ィ
ス
と
引
き
替
え
る
こ
と
の
で
き
る
券
の
こ
と
で
あ
り
、
消
費
で
き
る
財
や
サ
ー
ヴ
ィ
ス
に

制
限
が
加
え
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
食
料
給
付
を
例
に
と
る
と
、
政
府
職
員
が
直
接
食
料
を
給
付
す
る
よ
り
も
、
バ
ウ
チ
ャ
ー
取
得
者
が

近
隣
の
商
店
で
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
食
料
と
交
換
す
る
方
が
、
効
率
的
で
効
果
的
な
サ
ー
ヴ
ィ
ス
提
供
が
可
能
に
な
る
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

も
ち
ろ
ん
、
バ
ウ
チ
ャ
ー
取
得
者
が
本
当
に
適
切
な
商
品
を
購
入
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、
使
途
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現

金
給
付
よ
り
も
乱
用
の
可
能
性
が
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

税
支
出
と
は
、
税
制
を
通
し
て
、
納
税
義
務
を
緩
和
し
て
可
処
分
所
得
を
引
き
上
げ
る
代
わ
り
に
、
個
人
や
企
業
に
対
し
て
何
ら
か
の
活
動
を

と
ら
せ
る
手
法
を
指
し
て
い
る
。
収
入
が
一
定
額
以
下
の
就
労
者
に
対
し
て
税
控
除
を
行
う
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
政
府
の
職
員

と
対
面
で
申
請
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
に
際
し
て
ス
テ
ィ
グ
マ
が
発
生
し
に
く
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
　
　
　

社
会
規
制
と
は
、
受
給
者
の
行
動
に
つ
い
て
基
準
を
示
し
、
制
裁
や
報
償
を
付
与
す
る
こ
と
で
そ
の
行
動
を
規
制
す
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｔ
Ａ
Ｎ

Ｆ
の
受
給
者
に
就
労
義
務
を
課
し
て
い
る
の
が
典
型
例
だ
が
、
受
給
者
と
規
制
者
の
間
で
対
立
が
生
じ
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
政
府
が
直
接
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
運
用
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
際
し
て
は
、
政
府
は
規
則
の
制
定
や
行
動
監
督
の
た
め
に
様
々
な
業
務
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
政
府
の
負
担
は
比
較
的
大
き
い
。

　
　
　
　

経
済
規
制
と
は
、
市
場
に
お
け
る
活
動
や
関
係
に
関
す
る
公
式
の
規
則
を
定
め
て
規
制
す
る
こ
と
で
あ
る
。
最
低
賃
金
の
制
定
な
ど
を
想
起
す

れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
直
接
的
に
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
の
は
民
間
企
業
や
消
費
者
で
あ
り
、
政
府
の
予
算
に
は
直
接
的
に
反
映
さ
れ
な
い
た
め
、

政
治
的
に
実
行
し
や
す
い
面
が
あ
る
と
も
い
え
る
。

　
　
　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
の
手
法
に
つ
い
て
は
、�
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（　

）　

フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
は
連
邦
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
が
申
請
を
受
け
付
け
る
の
は
州
政
府
な
の
で
、
州
政
府
が
受
付
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
体
制
を
と
る

８７

か
に
よ
っ
て
受
給
率
が
変
わ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請
を
認
め
た
と
こ
ろ
応
募
者
が
急
増
し
た

こ
と
は
、
そ
の
端
的
な
例
で
あ
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
期
に
社
会
福
祉
改
革
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
メ
ア
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
・
ベ
イ
ン
ら
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
受
付
を
全
国
的
に
導
入
す
べ
き
と
提
言
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
九
月
に
は
利
用
者
が
三
一
六
〇
万
人
に
及
ん
で
い

る
が
、
フ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
は
（
栄
養
の
あ
ま
り
な
い
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
な
ど
に
使
え
る
と
い
う
批
判
は
あ
る
も
の
の
）
現
金
給
付
で
な
い
点
で
超

党
派
的
な
支
持
が
あ
る
の
で
、
比
較
的
早
い
時
期
に
何
ら
か
の
対
策
が
な
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

（　

）　

Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
と
は�
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�

�
�
���
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�
���
���
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�����
���
��
���
��

�
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���
��
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の
略
で
あ
り
、
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
は
そ
れ
か
ら�

����

�
����

を
除
い
た
も
の
で
あ
る
。

８８

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
て
州
が
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、�����

�
����

を
入
れ
て
表
記
す
る
場
合
と
入
れ
ず
に
表
記
す
る
場
合
が
あ
る
が
、

同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
し
て
い
る
。

（　

）　

�
����
�
����
���
�
�
��
�
�
�
��
�
����

�
���

�
�����
�
����
����
�
�
��
��
�
�
���
�
����
�
�
����
�
�
�
�
�
�
���
��
�
���
��
�
��
�
��
�
�
��
�

�
�
��
�
�
�
�
�
����
���
�
���
��
��
��
�
���
�
�
��
�
�

�� ��　�
�
�
�
�
������

�
�
��
�
�
�
��
��
���
�����

��
�
�
�
�
�
�������
�
��
��
��
�
�
��
�
��
���
�����

�
�
�
��

�
�
�
�
���

８９

�
�
�
�
��
�
�������

�
��
�
�
��
�
��
�������

�
�
�
�
���
�
�������
��
��
��
�
��
�
�
��
�������
�

�
��
�����

�
������

�
��
�
��
��
�
��
���
��
�

�
��
������
�
������
�
���
�
��
���
��
��
���
��
���

�
�
�
��
��
�
��
��
��
�����
���
������

�

��
�
��
�
��
���
�
��
��
�
��
�����
����
�������
�������

��
�
�
���
�

������
���
�
�
���
��

��
��
���
����
�
�
��
��
��
��
����
�
��
��
��
�
�
�

�����
���
����
�
�
��
��
��
��
����
�
��
��
��
�
�
���

������
�
���
��������

�
�
�
�
���
��
��

��
������
�
������������
��
�
��
�
������������

���


